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漢
字
學
硏
究　

第
七
號

は
じ
め
に

陳
夢
家
『
殷
虛
卜
辭
綜
述
』
は
一
九
五
六
年
に
科
學
出
版
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
。

卜
辭
す
な
わ
ち
甲
骨
文
に
關
し
て
の
初
め
て
の
総
合
的
な
書
物
で
あ
る
。
内
容
は

二
十
章
に
分
け
ら
れ
、
文
字
・
文
法
を
は
じ
め
と
し
、
斷
代
、
天
文
・
地
理
、
世
系
、

農
業
、
宗
教
等
々
に
及
ん
で
い
る
。

甲
骨
文
の
文
法
に
對
す
る
全
體
的
な
硏
究
は
、
こ
れ
よ
り
前
に
、
胡
光
煒
『
甲

骨
文
例
』（
中
山
大
學
一
九
二
八
年
）、
お
よ
び
管
燮
初
『
殷
墟
甲
骨
刻
辭
的
語
法

硏
究
』（
中
國
科
學
院
一
九
五
三
年
）
が
あ
る
。
陳
夢
家
は
こ
の
他
、楊
樹
達
『
積

微
居
甲
文
說
』（
一
九
五
四
年
）
中
の
「
甲
文
中
之
先
置
賓
辭
」
と
、
唐
蘭
「
卜

辭
時
代
的
文
學
和
卜
辭
文
字
」（『
清
華
學
報
』
一
一
―
三
、
一
九
三
六
年
）
を
參

考
書
と
し
て
擧
げ
て
い
る
。
そ
の
後
、
文
法
上
の
個
々
の
問
題
に
對
す
る
硏
究
は

數
多
い
が
、
文
法
全
體
を
論
じ
た
も
の
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
點
、
陳
夢

家
の
こ
の
書
は
、
他
の
諸
章
と
と
も
に
今
で
も
甲
骨
硏
究
の
基
礎
と
し
て
の
價
値

を
失
わ
な
い
と
言
え
よ
う
。

一
九
九
二
年
春
、
木
村
秀
海
・
末
次
信
行
・
馬
越
靖
史
諸
士
と
と
も
に
、
分
担

を
決
め
て
『
殷
虛
卜
辭
綜
述
』
の
輪
讀
を
始
め
た
。「
第
三
章 

文
法
」
は
私
の
担

當
で
あ
っ
た
が
、本
稿
は
上
揭
諸
氏
の
示
敎
を
受
け
た
共
同
作
業
の
賜
物
で
あ
る
。

こ
こ
に
謝
意
を
表
す
る
。

構
成第

三
章
文
法
の
構
成
は
、
原
本
で
は
十
二
節
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
第

二
節
（
詞
位
の
分
析
―
名
詞
）
か
ら
第
十
節
（
助
動
詞
）
ま
で
は
、
い
わ
ゆ
る
品

詞
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
で
、
第
二
節
か
ら
第
十
節
ま
で
を
第
二
節
の
中
に
組

み
込
み
、
以
下
の
よ
う
に
構
成
を
變
え
る
こ
と
に
す
る
。

第
一
節　

卜
雨
の
辭　
　

第
二
節　

詞
位
の
分
析

一
名
詞　

二
單
位
詞　

三
代
詞　

四
動
詞　

五
狀
詞　

六
數
詞　

七
指
詞　

八
關
係
詞

第
三
節　

文
型　
　

第
四
節　

結
語

今
回
、
第
二
節
五
の
狀
詞
ま
で
を
、「
甲
骨
文
法
（
上
）」
と
し
て
發
表
す
る
。

甲
骨
文
法―

陳
夢
家
『
殷
虛
卜
辭
綜
述
』
第
三
章　

文
法
（
上
）

―村　
　

上　
　

幸　
　

造　

譯
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甲
骨
著
錄
簡
表

　

甲
骨
の
出
典
は
原
著
に
從
い
、
略
稱
で
示
し
た
。
原
著
「
第
三
章 

文
法
」

に
引
か
れ
る
も
の
に
限
っ
た
。

『
甲
』 

董
作
賓
『
殷
虛
文
字
甲
編
』

『
乙
』 
董
作
賓
『
殷
虛
文
字
乙
編
』

『
河
』 
孫
海
波
『
甲
骨
文
録
』　

河
南
博
物
院
發
掘
所
得

『
前
』 

羅
振
玉
『
殷
虛
書
契
前
編
』

『
菁
』 

羅
振
玉
『
殷
虛
書
契
菁
華
』

『
上
』『
下
』 

羅
振
玉
『
殷
虛
書
契
後
編
』
2
巻

『
續
』 

羅
振
玉
『
殷
虛
書
契
續
編
』

『
鐵
』 

劉
鶚
『
鐵
雲
藏
龜
』

『
六
』 

胡
厚
宣
『
甲
骨
六
録
』（『
商
史
論
叢
三
集
』
所
収
）

『
天
』 

唐
蘭
『
天
壌
閣
甲
骨
文
存
』

『
庫
』 

方
法
斂
『
庫
方
二
氏
藏
甲
骨
卜
辭
』

『
簠
』 

王
襄
『
簠
室
殷
契
徴
文
』

『
誠
』 

孫
海
波
『
誠
齋
殷
虛
文
字
』

『
珠
』 

金
祖
同
『
殷
契
遺
珠
』

『
粹
』 

郭
沫
若
『
殷
契
粹
篇
』

『
別
二
』 

郭
沫
若
『
卜
辭
通
纂
別
録
之
二
』

『
林
』 

林
泰
輔
『
龜
甲
獸
骨
文
字
』

『
金
』 

方
法
斂
『
金
璋
所
藏
甲
骨
文
字
』

『
明
』 

明
義
士
『
殷
虛
卜
辭
（
初
篇
）』

『
明
續
』 

明
義
士
『
殷
虛
卜
辭
（
續
篇
）』

『
坊
間
』 

胡
厚
宣
『
戦
後
南
北
所
見
甲
骨
録
』
所
収

『
拾
』 

葉
玉
森
『
鐵
雲
藏
龜
拾
遺
』

『
佚
』 

商
承
祚
『
殷
契
佚
存
』

『
侯
』 

  

董
作
賓
「
侯
家
莊
出
土
之
甲
骨
文
字
」（『
田
野
考
古
報
告
』

第
1
冊
）

『
燕
』 

容
庚
・
瞿
潤
緡
『
殷
契
卜
辭
』

『
戩
』 

王
國
維
『
戩
壽
堂
所
藏
殷
虛
文
字
』

『
善
』 

劉
體
智
善
齋
舊
藏

『

初
』 

黄
濬
『

中
片
羽
初
集
』

『
福
』 

商
承
祚
『
福
氏
所
藏
甲
骨
文
字
』

『
綴
』 

曾
毅
公
『
甲
骨
綴
合
編
』

『
綴
二
』 

郭
若
愚
『
殷
契
拾
綴
第
二
編
』

『
合
』 

郭
若
愚
・
曾
毅
公
・
李
學
勤
『
殷
虛
文
字
綴
合
』

そ
の
他

甲
骨
文
の
字
句
や
出
典
の
明
ら
か
な
誤
り
は
正
し
た
。

短
い
譯
注
は
本
文
中
に
﹇　

﹈
で
表
し
た
。（　

）
は
原
注
で
あ
る
。
引
用
文

の
訓
読
ま
た
は
口
語
譯
を
﹇　

﹈
で
示
し
た
。
甲
骨
文
の
字
釋
は
陳
夢
家
に
從
い
、

例
文
に
訓
讀
を
施
し
﹇　

﹈
で
示
し
た
。
な
お
「
？
」
記
號
は
、
疑
問
文
で
あ
る

こ
と
を
示
す
爲
に
陳
夢
家
が
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

他
者
の
解
釋
は
、
松
丸
道
雄
・
高
嶋
謙
一
編
『
甲
骨
文
字
字
釋
綜
覽
』
東
京
大

學
出
版
會
、
一
九
九
四
年
﹇『
綜
覽
』
と
略
す
﹈、
于
省
吾
主
編
『
甲
骨
文
字
詁
林
』

中
華
書
局
、
一
九
九
九
年
﹇『
詁
林
』
と
略
す
﹈
等
を
參
照
さ
れ
た
い
。



九
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漢
字
學
硏
究　

第
七
號

第
一
節　

卜
雨
の
辭

卜
辭
は
王
室
の
占
卜
の
文
字
で
あ
り
、
記
載
さ
れ
た
内
容
が
限
ら
れ
、
書
式
は

定
型
化
さ
れ
て
い
て
、
多
く
が
問
い
か
け
と
事
後
の
結
果
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ

か
ら
殷
代
の
文
法
の
一
斑
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
當
時
の
言
語
の
記
録

で
は
な
い
が
、
當
時
の
卜
官
は
そ
の
當
時
の
語
法（

1
）に
基
づ
い
て
文
字
を
記
し
た

に
違
い
な
い
の
で
あ
り
、
ま
だ
後
代
の
よ
う
に
あ
る
文
章
を
手
本
に
す
る
と
い
う

氣
風
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
故
、
卜
辭
か
ら
當
時
の
語
法
の
一
斑
を
推
し
量
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。

甲
骨
の
出
土
以
後
、
學
者
た
ち
は
續
々
と
個
々
の
字
を
考
釋
し
た
が
、
文
法
の

硏
究
に
留
意
し
た
の
は
少
な
い
。
以
前
か
ら
し
ば
し
ば
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

文
法
を
離
れ
て
は
正
確
に
漢
字
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
認
識
し
た
漢

字
の
正
確
性
を
檢
証
し
よ
う
が
な
い
。
漢
字
と
漢
語
の
間
、
字
形
と
字
義
と
の
間

を
、
文
法
を
橋
渡
し
と
し
て
連
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
考

釋
し
た
文
字
は
言
語
を
離
れ
、
講
釋
し
た
字
形
は
語
義
を
離
れ
た
も
の
と
な
り
、

た
だ
個
々
の
字
を
認
識
で
き
る
だ
け
で
、
文
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

胡
光
煒
が
一
九
二
八
年
に
、『
甲
骨
文
例（

2
）』
を
出
版
し
た
の
が
こ
の
分
野
で
の

最
初
の
試
み
で
あ
る
。
こ
の
本
は
二
部
に
分
か
れ
、
上
巻
の
形
式
篇
は
卜
辭
の
行

や
配
置
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
少
な
か
ら
ぬ
誤
り
が
あ
り
、
後
に
董
作
賓
が

修
正
し
補
充
し
た
。文
の
體
例
の
體
系
的
硏
究
は
董
氏
が
切
り
開
い
た
の
で
あ
る
。

下
巻
の
辭
例
篇
は
、
卜
辭
に
常
用
さ
れ
る
二
十
個
の
虛
字
の
用
法
に
つ
い
て
述
べ

た
も
の
で
、文
法
の
範
圍
に
及
ん
で
い
る
。
述
べ
て
い
る
虛
字
は
ま
だ
簡
略
す
ぎ
、

ま
た
多
く
の
誤
り
が
あ
る
。
し
か
し
虛
字
か
ら
卜
辭
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
は

確
か
に
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。
殘
念
な
が
ら
そ
の
後
、
眞
劍
に
こ
こ
に
力
を
注
い

だ
人
は
少
な
い
。

卜
辭
は
中
國
語
法
史
を
硏
究
す
る
た
め
の
最
も
早
期
の
材
料
で
あ
り
、
こ
こ
か

ら
漢
語
語
法
發
展
の
法
則
を
硏
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
語
法
學
の
硏
究

は
中
國
で
は
遅
れ
て
起
こ
っ
た
の
で
、
こ
の
學
問
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
法
の
枷
を
嵌

め
ら
れ
、
客
觀
的
に
漢
語
自
身
の
中
か
ら
言
葉
の
法
則
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
缺

落
し
て
い
る
。
現
代
語
法
と
漢
語
語
法
史
は
ど
ち
ら
も
ま
だ
完
全
な
も
の
で
は
な

く
、こ
の
た
め
殷
代
の
文
法
を
分
析
し
よ
う
と
す
る
の
は
當
然
困
難
な
の
で
あ
る
。

以
下
に
比
較
的
理
解
し
や
す
い
卜
辭
を
と
り
、
一
部
の
例
を
擧
げ
て
、
殷
代
卜
辭

の
語
法
の
様
相
を
す
こ
し
ば
か
り
說
明
し
よ
う
。

我
々
の
語
法
と
文
法
に
對
す
る
見
方
は
、
組
織
を
持
っ
た
言
語
と
文
字
（
つ
ま

り
言
葉
と
文
辭
）
を
、
物
質
的
な
建
築
物
と
見
な
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

構
造
の
形
式
を
描
寫
し
、
こ
の
形
式
を
構
成
す
る
各
分
子
が
、
あ
る
形
式
の
中
で

担
っ
て
い
る
役
割
、
お
よ
び
分
子
間
の
關
係
を
分
析
す
る
。
先
に
漢
語
・
漢
字
・

漢
語
語
法
の
切
り
離
せ
な
い
關
係
に
言
及
し
た
が
、
漢
字
と
漢
語
語
法
と
は
、
單

音
節
・
孤
立
的
・
分
析
的
で
あ
る
と
い
う
漢
語
の
條
件
下
に
產
み
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
た
め
漢
字
は
終
始
そ
の
象
形
と
い
う
基
本
形
式
を
保
持
し
、
漢
語

の
語
彙
は
聲
調
の
體
系
を
保
持
し
、
漢
語
語
法
は
語
に
形
式
變
化
が
な
い
と
い
う

基
礎
の
上
に
、
以
下
の
よ
う
に
發
展
し
た
。

（
1
）
單
語
と
單
語
の
組
合
せ
、
つ
ま
り
多
音
節
化
。

（
2
）
語
氣
を
表
す
虛
詞
（
語
助
詞
と
も
い
う
）
が
重
要
な
語
法
成
分
と
な
る
。

（
3
）
語
順
の
固
定
お
よ
び
そ
の
語
法
上
の
重
要
性
。

漢
語
の
語
順
は
か
な
り
固
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
法
に
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存
在
し
た
現
象
が
、
漢
語
語
法
に
は
從
來
生
じ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

（  
1
）
主
語
と
動
詞
と
の
關
係
は
變
化
を
伴
わ
ず
、
時
間
は
說
明
す
る
も
の
な

の
で
、「
我
吃
﹇
私
が
食
べ
る
﹈」「
他
們
吃
﹇
彼
ら
が
食
べ
る
﹈」「
昨
天
吃
﹇
昨
日
食
べ
た
﹈」

は
み
な
同
じ
「
吃
」
一
字
を
用
い
る
。

（  

2
）
主
語
と
賓
語
﹇
＝
目
的
語
﹈
と
の
關
係
は
變
化
を
伴
わ
な
い
の
で
、「
我
打

他
﹇
私
が
彼
を
殴
る
﹈」「
他
打
我
﹇
彼
が
私
を
毆
る
﹈」
の
代
名
詞
は
格
に
よ
っ
て
變

化
す
る
こ
と
は
な
い
。

（  

3
）
形
容
詞
は
一
定
の
地
位
を
占
め
て
い
て
、「
紅
花
﹇
赤
い
花
﹈」
は
必
ず
一

輪
の
赤
い
花
で
あ
り
、「
風
大
﹇
風
が
つ
よ
い
﹈」
は
必
ず
し
も
繋
辭
を
加
え
て
「
風

是
大
的
﹇
風
は
強
い
の
だ
﹈」
と
す
る
必
要
は
な
い
。

か
え
っ
て
漢
語
語
法
に
は
特
殊
な
問
題
が
あ
り
、「
一
頂
帽
子
﹇
帽
子
一
つ
﹈」「
一

張
紙
﹇
紙
一
枚
﹈」
の
よ
う
に
數
詞
と
名
詞
と
の
間
に
必
ず
決
ま
っ
た
單
位
詞
あ
る

い
は
量
詞
﹇
＝
助
數
詞
﹈
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
、
卜
辭
の
文
法
を
分
析
す
る
に
は
、
語
順
と
い
う
基
本
か
ら
硏
究
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、つ
ま
り
あ
る
語
の
文
中
で
の
狀
況
に
注
意
す
る
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
を
「
詞
位
」
硏
究
と
稱
し
て
い
る
。『
文
心
雕
龍
』
章
句
篇
に
、「
置
言
有
位
」

﹇
言
を
置
く
に
位
有
り
﹈「
位
言
曰
句
」﹇
言
を
位
す
る
を
句
と
曰
う
﹈
と
い
い
、「
言
」
と
は

今
の
「
詞
﹇
＝
單
語
・word

﹈」
の
こ
と
で
あ
り
、書
き
記
し
た
も
の
を
「
字
」
と
い
う
。

「
言
」
つ
ま
り
「
詞
」
の
語
法
上
の
性
質
は
ど
れ
も
、
そ
れ
自
體
に
よ
っ
て
決
定

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
固
定
し
た
も
の
で
も
な
い
。
つ
ま
り
、
組
立
て
ら

れ
た
文
中
に
お
け
る
狀
況
と
位
置
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
同
じ
字
が

異
な
っ
た
文
中
で
異
な
っ
た
位
置
に
使
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
あ
る
一
字
の
用
法

は
固
定
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
文
を
組
立
て
て
い
る
語
順
に
は
、
求
め
る
こ
と

の
で
き
る
法
則
が
あ
り
、
若
干
の
定
ま
っ
た
法
則
に
歸
納
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

あ
る
字
の
品
詞
（
例
え
ば
、「
雨
」
は
動
詞
、「
衣
」
は
名
詞
で
あ
る
と
か
）
を
先

に
確
定
さ
せ
て
か
ら
文
を
分
析
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
ず
文
中
か
ら
そ

の
字
の
位
置
と
そ
の
役
割
と
を
見
る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
解
衣
衣
我
」﹇
衣

を
解
き
我
に
衣き

す
﹈
は
、「
動
詞
・
名
詞
・
動
詞
・
名
詞
」
の
組
合
せ
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、「
衣
」
は
動
詞
あ
る
い
は
名
詞
で
あ
る
、と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、た
だ
「
解

衣
」
と
い
う
構
造
に
お
い
て
、
そ
れ
が
動
詞
の
後
に
置
か
れ
た
名
詞
で
あ
り
、「
衣

我
」
と
い
う
構
造
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
名
詞
の
前
に
置
か
れ
た
動
詞
で
あ
る
、

と
言
え
る
だ
け
で
あ
る
。
象
形
字
に
お
い
て
、
文
字
は
事
物
の
静
態
を
象
る
だ
け

で
な
く
、事
物
の
動
態
も
象
っ
て
い
る
の
で
、「
雨
」
は
雨
が
降
る
と
い
う
動
作
と
、

降
る
雨
と
い
う
物
で
も
あ
り
う
る
。「
衣
服
」
が
「
衣
」
の
本
性
で
あ
り
、「
着
る
」

が
「
衣
」
の
變
性
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。

卜
辭
の
文
法
を
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、
試
み
に
あ
る
一
類
の
卜
辭
か
ら
檢
討

を
始
め
よ
う
。
い
ま
晴
雨
を
卜
し
た
一
例
を
擧
げ
る
。『
菁
』7-8

は
武
丁
時
代
の

大
き
な
牛
の
肩
甲
骨
で
表
裏
兩
面
に
多
く
の
卜
辭
が
刻
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中

の
同
日
に
晴
雨
を
卜
し
た
二
條
を
引
く
。

（
1
）
庚
子
卜
爭
貞
羽
辛
丑
𢼄
（
3
） 

﹇
庚
子
卜
し
て
爭
貞と

う
：
羽よ

く

辛
丑
に
𢼄は

れ
ん
か
﹈

（
2
）
貞
羽
辛
丑
不
其
𢼄 

﹇
貞
う
：
羽
辛
丑
に
其
れ
𢼄
れ
ざ
る
か
﹈

（
3
）
王

曰
今
夕
其
雨
羽
辛
丑
𢼄 

  ﹇
王

（
う
ら
な
い
）
み
て
曰
く
：
今
夕 

其
れ
雨
ふ

ら
ん
、
羽よ

く

辛
丑
𢼄
れ
ん
﹈

（
4
）
之
夕
允
雨
辛
丑
𢼄 

﹇
之こ

の
夕
、
允ま

こ
とに

雨
ふ
る
、
辛
丑
𢼄は

る
﹈

（
1
）（
2
）
と
も
に
「
命
辭
」
で
、（
2
）
は
「
前
辭
」
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）
は
「
占
辭
」、（
4
）
は
「
驗
辭（

4
）」
で
あ
る
。
こ
の
骨
は
、
庚
子
の
日
に
、
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次
の
日
の
辛
丑
に
晴
れ
る
か
ど
う
か
を
肯
定
と
否
定
兩
面
か
ら
卜
問
し
て
い
る
。

命
辭
は
二
つ
あ
り
、
一
は
「
晴
れ
る
で
し
ょ
う
か
」、
二
は
「
晴
れ
な
い
で
し
ょ

う
か
」
で
あ
る
。
王
は
兆
﹇
焼
い
た
後
の
皸
割
れ
﹈
を
見
て
予
測
し
て
、「
今
晩
は
雨

が
降
る
だ
ろ
う
、明
日
は
晴
れ
る
は
ず
だ
」
と
言
っ
た
。
卜
官
は
事
後
の
実
情
を
、

「
そ
の
晩
果
た
し
て
雨
が
降
り
、
辛
丑
は
や
は
り
晴
れ
た
」
と
記
載
し
た
。

卜
辭
の
通
例
で
は
、
命
辭
は
發
問
で
あ
り
、
占
辭
は
予
測
で
も
あ
り
發
問
で
も

あ
っ
て
、『
說
文
』
に
、「
貞
、
卜
問
也
」「
占
、
兆
を
視
て
問
う
也
」
と
い
う
の

は
正
し
い
。
お
よ
そ
問
い
か
け
の
語
氣
は
不
確
定
な
の
で
あ
る
。
驗
辭
は
事
実
の

記
録
で
あ
る
の
で
、
雨
が
降
ろ
う
と
そ
う
で
な
か
ろ
う
と
そ
の
語
氣
は
確
定
で
あ

る
。
命
辭
の
問
い
か
け
の
語
氣
に
は
様
々
の
様
式
が
あ
る
。

雨　
　
　
『
續
』4-12-1 

雨
が
降
り
ま
す
か　

肯
定
の
疑
問

不
雨　
　
『
續
』4-11-2 

雨
が
降
り
ま
せ
ん
か　

否
定
の
疑
問

雨
不
雨　
『
粹
』670 

雨
が
降
り
ま
す
か
降
り
ま
せ
ん
か　

選
擇
の
疑
問

其
雨　
　
『
續
』4-10-3 

雨
が
降
る
で
し
ょ
う
か　

肯
定
の
疑
問
の
強
調

不
其
雨　
『
續
』4-10-3 

雨
が
降
ら
な
い
で
し
ょ
う
か　

否
定
の
疑
問
の
強
調

雨
不　
　
『
前
』3-19-4 

雨
が
降
り
ま
す
か
違
い
ま
す
か　

選
擇
の
疑
問
の
省
略

其
雨
不　
『
續
』4-17-3 

雨
が
降
る
で
し
ょ
う
か
降
ら
な
い
で
し
ょ
う
か

選
擇
の
疑
問
の
強
調　
　

以
上
の
例
の
「
不
」
字
は
「
否
定
」
で
あ
り
、「
雨
不
雨
」
を
省
略
し
て
「
雨
不
」

と
す
る
の
は
、
後
世
の
「
雨
否
﹇
雨
ふ
る
や
否
や
﹈」
で
あ
り
、
口
語
の
「
罷
」﹇
ba
今

は
ふ
つ
う
「
吧
」
と
書
く
﹈
は
恐
ら
く
「
否
」
か
ら
變
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
其
」
字

が
強
め
て
い
る
の
は
未
來
の
疑
問
の
語
氣
で
あ
り
、『
經
傳
釋
詞
』
は
、「
其
、
猶

お

將

ま
さ
に
…
せ
ん
と
すの
ご
と
き
也
、
若も
し

の
ご
と
き
也
」
と
い
い
、『
詞
詮
』
は
、「
其
、
抑
そ
も
そ
も

也
（
選
擇
之
詞
）」
と
あ
り
、『
古
書
虛
字
集
釋
』
は
、「
其
に
期
望
の
義
有
り
」

と
い
う
。

卜
辭
の
中
で
、
同
じ
日
に
同
じ
卜
人
が
、
肯
定
否
定
の
兩
面
か
ら
同
じ
一
つ
の

こ
と
を
占
っ
た
の
を
、
對た

い

貞て
い

と
呼
ぶ
。
降
雨
を
占
っ
た
對
貞
に
次
の
例
が
あ
る
。

其
雨　

―　

不
雨　

 

『
續
』4-17-4,4-18-7,4-21-5

其
雨　

―　

不
其
雨 

『
續
』4-19-2

雨　

―　

不
雨 

『
庫
』974,1017

雨　

―　

不
其
雨 

『
簠
』
天65

こ
れ
ら
の
相
互
の
關
係
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

雨　
　
　
　
　
　
　

不
雨

其
雨　
　
　
　
　
　
　

不
其
雨

こ
こ
か
ら
「
不
雨
」
と
「
不
其
雨
」
と
は
、
同
じ
く
否
定
の
疑
問
を
表
し
て
い
る

が
、「
其
」
字
を
加
え
て
疑
い
の
語
氣
を
強
め
て
い
る
の
が
知
れ
る
。

驗
辭
は
実
際
に
起
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
の
で
、
確
定
の
語
氣
を
用
い
る
。
確
定

の
語
氣
は
肯
定
と
否
定
の
兩
面
か
ら
言
っ
て
い
る
の
で
、「
肯
定
の
確
定
」
と
「
否

定
の
確
定（

5
）」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
の
二
種
に
語
氣
を
強
め
て
い
る
の
と
い

な
い
の
と
が
あ
り
、
強
め
る
に
は
確
定
の
前
に
「
允
」
字
を
加
え
る
。
そ
の
例
。

癸
亥
雨
？ 

之
夕
雨 

『
續
』4-6-2

﹇
癸
亥
雨
ふ
ら
ん
か
。
之
の
夕
雨
ふ
る
﹈

今
夕
雨
？ 

之
夕
允
不
雨 

『
誠
』127　

  ﹇
今
夕
雨
ふ
ら
ん
か
。
之
の
夕
允ま

こ
とに

雨
ふ

ら
ず
﹈

今
夕
其
雨
？ 

之
夕
允
雨 

『
續
』4-9-1

、『
珠
』683

﹇
今
夕
其
れ
雨
ふ
ら
ん
か
。
之
の
夕
允
に
雨
ふ
る
﹈ 

乙
亥
雨
？ 
允
雨 

『
粹
』681

﹇
乙
亥
雨
ふ
ら
ん
か
。
允
に
雨
ふ
る
﹈
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丙
子
雨
？ 

不
雨 

『
粹
』681

﹇
丙
子
雨
ふ
ら
ん
か
。
雨
ふ
ら
ず
﹈

「
允
雨
」「
允
不
雨
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
語
氣
を
強
め
て
い
る
。
こ
こ
で
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
は
、
或
る
日
に
そ
の
晩
の
雨
を
占
う
場
合
に
は
、

「
今
夕
」
と
し
、
驗
辭
を
記
す
に
は
多
く
が
「
之
日
」「
之
夕
」
と
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。「
之
」
字
は
甲
骨
で
は
「

」
と
「
一
」
と
か
ら
成
る（

6
）。「
今
日
」「
今
夕
」

と
あ
れ
ば
、
發
話
時
の
そ
の
日
で
あ
り
、「
之
日
」「
之
夕
」
と
あ
れ
ば
、
後
世
の

「
是
日
」「
是
夕
」
と
い
う
が
ご
と
く
、
發
話
時
よ
り
前
の
「
そ
の
日
」「
そ
の
晩
」

を
指
す
の
で
、「
之
」
の
意
味
は
「
是
」「
那
」
あ
る
い
は
口
語
で
過
去
を
追
述
す

る
「
這
」
で
あ
る
。

以
上
の
卜
雨
の
命
辭
・
占
辭
・
驗
辭
中
の
「
雨
」
を
動
詞
と
呼
ぶ
。
卜
辭
の
「
不
」

は
通
常
あ
る
動
作
を
否
定
し
、「
其
」
字
は
多
く
あ
る
動
作
の
前
に
加
え
ら
れ
（
小

數
の
例
外
が
あ
る
。
例
え
ば
『
粹
』543

「
其
一
牛
」）、「
不
其
」
も
し
ば
し
ば
あ

る
動
作
の
前
に
置
か
れ
る
。

其
亦
雨
？ 

『
續
』4-14-6 

﹇
其
れ
亦
た
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

貞
不
亦
雨
？ 

『
別
二
』
東
大13 

﹇
貞
う
亦
た
雨
ふ
ら
ざ
ら
ん
か
﹈

辛
巳
雨
、
壬
午
亦
雨　
『
前
』3-19-3

﹇
辛
巳
雨
ふ
ら
ん
か
、
壬
午
亦
た
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

亦
雨
多
雨 

『
庫
』717

（
こ
の
順
で
よ
む
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
）

 

﹇
亦
た
雨
ふ
ら
ん
か
、
雨
多
か
ら
ん
か
﹈

こ
の
「
亦
」
は
ふ
た
た
び
の
義
の
「
又
」
あ
る
い
は
口
語
の
「
我
也
是
人
﹇
私
も
人

で
あ
る
﹈」
の
「
也
﹇
同
様
に
﹈」
に
解
す
べ
き
で
あ
り
、『
甲
骨
文
例
』
下
一
九
〜

二
〇
頁
に
詳
し
い
。「
亦
雨
」
は
、「
再
び
雨
ふ
る
」「
又
た
雨
ふ
る
」
の
意
で
あ
る
。

卜
辭
中
の
「
其
」
字
は
多
く
疑
問
の
義
に
用
い
ら
れ
、
西
周
以
後
の
多
く
指
示

代
詞
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
は
異
な
る
。「
其
雨
」
の
辭
は
『
詩
』
に
二
度
見
え
、

風
・
て
い
と
う

の
、「
祟
す
う
ち
ょ
う朝
其
れ
雨
ふ
る
」
と
、
衞
風
・
伯
兮
の
、「
其
れ
雨
ふ
ら
ん

其
れ
雨
ふ
ら
ん
」
と
あ
り
、
と
も
に
衞
の
詩
で
あ
る
の
で
、
殷
人
の
遺
語
で
あ
る
。

（『
甲
骨
文
例
』
下
三
頁
に
す
で
に
こ
の
說
を
い
う
）。
卜
辭
の
「
雨
」
は
動
詞
に

使
う
だ
け
で
な
く
、
名
詞
に
も
な
る
。『
詩
經
』
に
ま
た
そ
れ
が
あ
り
、
小
雅
・

大
田
の
、「
雨
を
興
さ
ん
と
祈
祈
た
り
、我
が
公
田
に
雨
ふ
れ
」
と
あ
り
、前
の
「
雨
」

字
が
名
詞
、
後
の
「
雨
」
字
が
動
詞
で
あ
る
。「
雨
」
が
名
詞
で
あ
る
場
合
、
そ

の
前
に
し
ば
し
ば
動
詞
が
あ
り
、し
か
も
こ
の
動
詞
に
上
述
の
ご
と
く
「
不
」「
其
」

な
ど
の
字
が
加
え
ら
れ
、
動
詞
と
名
詞
の
間
に
ま
た
狀
態
を
表
す
字
を
挿
む
こ
と

が
で
き
る
。
次
の
各
例
は
命
辭
で
對
貞
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

不
遘
大
雨　

―　

不
遘
小
雨　
『
粹
』997, 1002, 1004　

康
丁
卜
辭

 

﹇
大
雨
に
遘
わ
ざ
ら
ん
か
□
小
雨
に
遘
わ
ざ
ら
ん
か
﹈

其
遘
大
雨　

―　

其
遘
小
雨　

  『
粹
』807　
﹇
其
れ
大
雨
に
遘
わ
ん
か
―
其
れ
小
雨
に

遘
わ
ん
か
﹈

其
遘
大
雨　

―　

不
遘
小
雨　

  『
粹
』1006　
﹇
其
れ
大
雨
に
遘
わ
ん
か
□
小
雨
に
遘

ざ
ら
ん
か
﹈

𢓊
雨（

7
）　

―　

不
其
𢓊
雨　

  『
鐵
』98-2

、『
前
』3-20-3

、『
林
』2-27-14　
　

武
丁
卜
辭
﹇
𢓊つ

づ

い
て
雨
ふ
る
か
―
其
れ
瓏
い
て
雨
ふ
ら
ざ
ら

ん
か
﹈

不
𢓊
雨　

―　

其
𢓊
雨　

  『
珠
』154

﹇
𢓊つ

づ

い
て
雨
ふ
ら
ざ
ら
ん
か
―
其
れ
𢓊
い
て
雨
ふ

ら
ん
か
﹈

不
其
雨
𢓊　
　
　
　
　
　
『
續
』4-20-4　
　
　
﹇
其
れ
雨
𢓊
か
ざ
ら
ん
か
﹈

𢓊
多
雨　
　
　
　
　
　
　
『
續
』4-20-3　
　
　
﹇
𢓊
い
て
雨
多
か
ら
ん
か
﹈

不
其
孟（

8
）雨　

　
　
　
　
　
『
林
』2-11-3　
　
　
﹇
其
れ
孟な

が

く
雨
ふ
ら
ん
か
﹈
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不
亦
孟
雨　
　
　
　
　
　
『
粹
』795　
　
　

 　
﹇
亦
た
孟な

が

く
雨
ふ
ら
ざ
ら
ん
か
﹈

亦
孟
雨　
　
　
　
　
　
　
『
續
』4-16-5　
　
　
﹇
亦
た
孟
く
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

其
亦
孟
雨　

―　

不
亦
孟
雨　

  『
天
』194

、『
鐵
』193-4　
﹇
其
れ
亦
た
孟
く
雨

ふ
ら
ん
か
―
亦
た
孟
く
雨
ふ
ら
ざ
ら
ん
か
﹈

又
雨　

―　
　

亾
雨　
　
　
　
『
金
』638　
﹇
雨
又あ

ら
ん
か
―
雨
亾な

か
ら
ん
か
﹈

㞢
從
雨　

―　

亾
其
從
雨　

  『
前
』5-33-2　
﹇
从つ
づ

き
の
雨
㞢あ

ら
ん
か
―
其
れ
從
き
の

雨

か
ら
ん
か
﹈

亾
其
大
雨　
　
　
　
　
　
　
『
珠
』151　
﹇
其
れ
大
雨
亾な

か
ら
ん
か
﹈

㞢
來
雨　
　
　
　
　
　
　
　
『
庫
』1222　
﹇
來
る
雨
㞢あ

ら
ん
か
﹈

又
大
雨　

―　

亾
大
雨　
　

  『
粹
』692　

康
丁
卜
辭　
﹇
大
雨
又あ

ら
ん
か
―
大
雨
亾

か
ら
ん
か
﹈

其
又
大
雨　
　
　
　
　
　
　
　
『
粹
』763　
﹇
其
れ
大
雨
又あ

ら
ん
か
﹈

帝
其
令
雨　

―　

帝
不
令
雨　
『
乙
』1312　

武
丁
卜
辭

 

﹇
帝
其
れ
雨
を
令
せ
ん
か
―
帝
雨
を
令
せ
ざ
ら
ん
か
﹈

帝
其
雨　

―　

帝
不
雨　
　
　
『
乙
』1070　

 

﹇
帝
其
れ
雨
ふ
ら
し
め
ん
か
―
帝
雨
ふ
ら
し
め
ざ
ら
ん
か
﹈

帝
令
雨　

―　

帝
不
其
令
雨　
『
乙
』4626

＋4628

 

﹇
帝
雨
を
令
せ
ん
か
―
帝
其
れ
雨
を
令
せ
ざ
ら
ん
か（
9
）﹈

帝
令
多
雨　

―　

帝
不
其
令
多
雨　
『
乙
』5329　

 

﹇
帝
多
雨
を
令
せ
ん
か
―
帝
其
れ
多
雨
を
令
せ
ざ
ら
ん
か
﹈

帝
令
多
雨　
　
　
　
　
　
　
　
『
前
』3-18-5　
　
﹇
帝
多
雨
を
令
せ
ん
か
﹈

以
上
の
各
例
は
「
不
」
と
「
其
」
が
「
遘
・
瓏
・
孟
・
又
・
令
」
の
上
に
加
え
ら

れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
字
は
名
詞
で
は
な
く
、
動
詞
で
あ
る
。「
亾
」（
＝
無
）
と

「
濃
」「
又
」（
＝
有
）
と
は
、
對
貞
で
あ
り
、「
亾
」
自
體
が
否
定
な
の
で
、
さ
ら

に
「
不
」
を
加
え
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、「
其
」
を
加
え
る
に
は
み

な
「
亾
」
の
後
に
加
え
て
い
る
こ
と
は
特
殊
で
あ
る
。『
乙
』3431

の
「

濃
子
？　

亡
其
子
？
」﹇
に
子
濃あ

ら
ん
か
。

に
其
れ
子
亡な

か
ら
ん
か
﹈
も
「
有
」「
亡
」
の
對
貞

で
あ
り
、「
其
」
字
の
位
置
も
同
じ
で
あ
る
。

動
詞
の
「
遘
」「
又
」「
亾
」「
令
」
の
後
、名
詞
の
「
雨
」
の
前
に
、「
大
」「
小
」

「
多
」
等
の
字
を
挿
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
雨
の
大
小
の
形
狀
を
形
容
す

る
も
の
な
の
で
、「
狀
詞（
10
）」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

文
中
の
名
詞
に
は
二
種
あ
る
。
一
種
は
通
常
、
動
詞
の
前
に
あ
り
、
動
作
の
主

體
で
あ
っ
て
、
主
語
あ
る
い
は
主
格
で
あ
る
。
も
う
一
種
は
通
常
、
動
詞
の
後
に

あ
り
、
動
作
の
目
的
物
で
あ
っ
て
、
賓
語
﹇
賓
語
﹈
あ
る
い
は
受
格
・
目
的
格
で

あ
る
。
漢
語
一
般
の
語
序
は
、「
主
―
動
―
賓
」
で
あ
り
、
卜
辭
も
そ
う
で
あ
る
。

主
語
を
省
い
た
も
の
、
あ
る
い
は
賓
語
の
な
い
も
の
も
、
そ
の
順
序
は
同
じ
で
あ

る
。
し
か
し
、
あ
る
狀
況
の
下
で
は
、
こ
の
順
序
も
や
は
り
顛
倒
す
る
こ
と
が
あ

り
、
後
に
動
詞
を
論
じ
る
時
に
詳
し
く
分
析
す
る
。

動
詞
と
名
詞
に
は
附
加
語
が
あ
っ
て
も
よ
い
。
知
っ
て
の
ご
と
く
、
卜
辭
の
あ

る
字
（
例
え
ば
「
雨
」）
は
動
詞
で
あ
っ
て
も
よ
く
、
名
詞
で
あ
っ
て
も
い
い
が
、

必
ず
し
も
す
べ
て
の
字
が
名
詞
動
詞
兼
用
な
の
で
は
な
い
。
附
加
語
も
ま
た
そ
う

で
あ
り
、
あ
る
一
つ
の
字
は
動
詞
に
附
加
す
る
こ
と
も
で
き
、
ま
た
名
詞
に
附
加

す
る
こ
と
も
で
き
、
ま
た
別
の
附
加
語
に
附
く
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
も
そ
の
字

が
附
加
語
と
し
て
用
い
ら
れ
る
他
に
、
ま
た
名
詞
・
動
詞
等
に
な
り
得
る
の
で
あ

る
。ま

ず
「
大
」
字
を
例
に
擧
げ
よ
う
。
前
記
の
例
の
、
動
詞
の
後
・
賓
語
の
前
の
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「
大
」
は
、
名
詞
「
雨
」
を
形
容
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ま
た
動
詞
の
前
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

王
大
令
衆
人
曰　
　
　

 

『
前
』7-30-2 

﹇
王
大
い
に
衆
人
に
令
し
て
曰
く
﹈

王
勿
大
令 

『
林
』2-28-10 

﹇
王
大
い
に
令
す
る
勿な

し
﹈

王
大
隻
（
獲
）
魚 

『
珠
』760 

﹇
王
大
い
に
魚
を
隻え

た
り
﹈

方
其
大
出 

『
前
』1-46-4 

﹇
方
其
れ
大
い
に
出
で
ん
﹈

于
兮（
11
）大
商
（
賞
） 
『
粹
』1297 

﹇
兮
ひ
の
で
ま
えに
于お
い

て
大
い
に
商
す
﹈

壬
大
　

―　

壬
不
大

 
『
粹
』650 

　
　
　

﹇
壬
大
い
に
は

れ
ん
か－

壬
大
い
に
は

れ
ざ
ら
ん
か
﹈

名
詞
に
加
え
た
「
大
邑
」「
大
牢
」「
大
示
」「
大
室
」「
大
史
」「
大
水
」
等
々
は
、

「
大
」
字
が
名
詞
の
前
に
加
え
ら
れ
て
お
り
、
ふ
つ
う
こ
れ
を
形
容
詞
と
呼
ぶ
、

つ
ま
り
狀
詞
で
あ
る
。
動
詞
に
加
え
た
「
大
」
字
は
狀
詞
で
あ
る
が
、
し
か
し
ま

た
動
詞
の
後
の
狀
詞
も
あ
る
。
そ
の
例
：

今
夕
其
雨
、
疾
？（
12
） 

『
佚
』565　
﹇
今
夕
其
れ
雨
ふ
り
、
疾は

や

か
ら
ん
か
﹈

允
雨
、
少 

『
前
』4-42-5

、『
續
』4-6-1

、『
粹
』816

﹇
允
に
雨
ふ
る
、
少
な
し
﹈

之
夕
雨
小
、
亦
弖 

『
明
』637　
﹇
之
の
夕
雨
小
さ
し
、
亦
た
弖は

れ
た
り
﹈

允
雨
、
小 

『
拾
』7-14

、『
前
』4-42-5　
﹇
允
に
雨
ふ
り
、
小
さ
し
﹈

虧
（13

）雨
自
北
、
小 

『
乙
』60　
﹇
虧

ひ
る
さ
が
りに
雨
北
自よ

り
す
、
小
さ
し
﹈

あ
る
字
は
そ
れ
を
動
詞
・
名
詞
に
附
加
で
き
、
ま
た
独
立
し
て
動
詞
に
用
い
る
こ

と
も
で
き
る
。
そ
の
例
、

黍
年
濃
足
雨
？　
『
前
』4-40-1

、『
金
』373　
﹇
黍き

び

の
年み

の
りに 

足
る
雨
濃あ

ら
ん
か
﹈

帝
令
雨
足
年
？ 

 

﹇
帝 

雨
を
令
し
、
年み

の
りに

足
ら
ん
か
﹈

帝
令
雨
弗
其
足
年
？ 

『
前
』1-50-1　
﹇
帝 

雨
を
令
し 

其
れ
年み

の
りに

足
ら
弗ざ

ら
ん
か
﹈

雨
不
足
辰（
14
）、

亾（
15
）？ 

『
珠
』454　
﹇
雨
辰た
が
やす
に
足
ら
ず
、わ
ざ
わ
い

亾な

か
ら
ん
か
﹈

雨
不
足
辰
、
不
隹
年 

『
前
』7-30-1　
﹇
雨
辰た
が
やす
に
足
ら
ず
、
隹こ

れ
年み
の
りな
ら
ず
﹈

は
じ
め
の
一
例
「
足
雨
」
は
名
詞
で
あ
り
、「
足
」
は
附
加
語
で
あ
る
。
後
の
四

例
の
「
足
」
は
動
詞
で
あ
り
、そ
の
主
語
は
「
雨
」、賓
語
は
「
年み
の
り」「
辰
た
が
や
す」
で
あ
る
。

卜
辭
の
「
令
多
雨
」「
𢓊
多
雨
」
の
「
多
雨
」
は
動
詞
の
後
に
あ
っ
て
賓
語
で

あ
り
、「
多
」
は
名
詞
「
雨
」
を
形
容
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
附
加
語
と

し
て
の
「
多
」
に
は
、
も
う
一
種
の
用
法
が
あ
る
。

不
其
多
雨
？ 

『
佚
』349　
﹇
其
れ
多
い
に
は
雨
ふ
ら
ざ
ら
ん
か
﹈

𢓊
雨
？　

―　

不
多
雨
？ 

『
前
』3-18-6

﹇
𢓊つ
づ

い
て
雨
ふ
ら
ん
か
―
多
い
に
は
雨
ふ
ら
ざ
ら
ん
か
﹈

不
多
雨
？ 

『
續
』4-23-10 

﹇
多
い
に
雨
ふ
ら
ざ
ら
ん
か
﹈

今
日
多
雨
？　

―　

于
□
又
雨
？
『
庫
』1711　

  ﹇
今
日
多
い
に
雨
ふ
ら
ん
か
―
□

に
雨
又あ

ら
ん
か
﹈

今
二
月
多
雨
？ 

『
天
』22 

﹇
今
二
月
多
い
に
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

今
一
月
多
雨
？ 

『
佚
』796 

﹇
今
一
月
多
い
に
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

以
上
の
簡
略
な
卜
雨
諸
辭
の
分
析
に
よ
っ
て
、
語
順
の
重
要
性
と
、
そ
の
單
語

の
性
質
や
役
割
は
そ
の
文
中
に
お
け
る
移
置
あ
る
い
は
周
圍
の
狀
況
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
初
め
に
語
氣
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
言
語
の

性
質
か
ら
い
っ
て
、
言
い
た
い
事
物
や
動
作
を
言
う
他
に
、
さ
ら
に
話
者
の
態
度
・

思
想
・
感
情
・
願
望
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
漢
語
で
語
氣
を
表
す

方
法
に
は
三
つ
あ
る
。
一
は
語
順
の
配
置
、二
は
若
干
の
い
わ
ゆ
る
虛
字（
16
）の
應
用
、

三
は
語
助
詞（
17
）で
あ
る
。
卜
辭
に
は
語
助
詞
は
な
い
が
、
前
二
者
を
用
い
て
、
語



一
〇
一

漢
字
學
硏
究　

第
七
號

氣
の
變
化
を
表
す
の
に
十
分
で
あ
る
。

第
二
節　

詞
位
﹇
語
の
位
置
﹈
の
分
析

卜
辭
を
構
成
す
る
最
も
重
要
な
二
品
詞
は
、
事
物
本
體
と
事
物
の
動
作
を
表
す

も
の
、
つ
ま
り
名
詞
と
動
詞
で
あ
る
。
し
か
し
、
事
物
の
形
態
が
ど
の
よ
う
で
あ

る
の
か
と
か
、
事
物
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を
経
て
進
行
し
移
動
す
る
の
か
を
說
明

す
る
た
め
に
は
、
名
詞
と
動
詞
に
つ
け
加
え
る
い
く
つ
か
の
附
加
語
が
さ
ら
に
必

要
で
あ
る
。
附
加
語
は
名
詞
・
動
詞
と
同
じ
く
、
そ
の
文
中
に
お
け
る
移
置
と
役

割
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
あ
る
。
甲
の
文
中
で
附
加
語
で
あ
っ
た
も
の
が
、乙
・

丙
の
文
中
で
名
詞
や
動
詞
で
あ
っ
て
も
よ
い
。
附
加
語
は
名
詞
に
附
け
加
わ
っ
て

事
物
の
狀
態
・
多
少
・
相
關
關
係
を
說
明
し
、
動
詞
に
附
け
加
わ
っ
て
動
作
の
限

度
や
範
圍
な
ど
を
說
明
す
る
。
文
は
簡
單
な
場
合
に
は
附
加
語
が
な
く
て
も
よ
い

が
、
通
常
、
名
詞
と
動
詞
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
、
卜
辭
の
語
の
位
置
と
品
詞
を
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

名
物
位一

、　　

名
詞

二
、　　

單
位
詞
﹇
今
は
量
詞
と
い
う
﹈

三
、　　

代
詞　
　

甲
、
人
稱
代
詞　

乙
、
指
示
代
詞

動
作
位四

、　　

動
詞

形
容
位
―
名
詞
の
附
加　

五
、　　

狀
詞

六
、　　

數
詞

七
、　　

指
詞（
18
）　

　
　
　
　
　　

そ
の
他
の
形
容
詞

關
係
位
―
名
詞
と
動
詞
、
ま
た
名
詞
と
名
詞
と
の
關
係

　
　

八
、　　

關
係
詞　
　

甲
、
連
詞
﹇
＝
接
續
詞
﹈　

乙
、
介
詞
﹇
前
置
詞
﹈

助
動
位
―
動
詞
の
附
加

　
　

九
、　　

助
動
詞

こ
の
九
類
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
。

一
、
名
詞

名
詞
を
二
種
、
普
通
名
詞
と
固
有
名
詞（
19
）と
に
大
別
す
る
。
普
通
名
詞
と
固
有

名
詞
と
の
區
別
は
、「
實
」
と
「
名
」
と
の
區
分
で
あ
る
。
こ
の
普
通
名
詞
は
五

類
に
分
か
れ
る
：（
1
）
物
名
、（
2
）
期
名
、（
3
）
場
所
、（
4
）
身
分
、（
5
）

集
団
。

「
物
名
」
の
「
人
・
馬
・
日
・
雨
」
な
ど
の
字
は
、
象
形
字
で
あ
り
、
表
す
範

圍
は
わ
り
あ
い
広
く
、
例
え
ば
「
馬
」
は
、
そ
の
性
別
・
色
・
年
齢
・
種
類
を
問

わ
ず
、
一
律
に
「
馬
」
と
呼
ば
れ
る
。
物
名
の
「
牝
・
鷄
・
河
・
室
」
な
ど
の
字
は
、

形
声
字
で
あ
り
、
そ
の
形
符
が
大
分
類
で
あ
り
、
音
符
が
小
分
類
で
あ
っ
て
、
表

し
て
い
る
の
は
、
あ
る
一
類
の
あ
る
一
種
の
事
物
で
あ
る
。

「
期
名
」
は
あ
る
時
間
を
表
す
も
の
で
あ
り
、
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。
一
種
は
、

十
二
時
間
よ
り
長
い
期
間
を
表
し
、
例
え
ば
、「
祀
・
歳
・
旬
・
月
・
日
・
夕
」

な
ど
の
字
で
、
そ
の
前
に
常
に
、
過
去
・
現
在
・
未
來
を
表
す
附
加
語
を
被
せ
る
。

つ
ま
り
、
過
去
の
「
昔
・
之
」、
現
在
の
「
今
・
玆
」、
未
來
の
「
羽
・
來
・
生
」

で
あ
る
。
も
う
一
種
は
、
十
二
時
間
よ
り
短
い
時
間
を
表
し
、
例
え
ば
、「
朝
・
莫
・
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明
・
旦
・
兮
・
食
・
虧
・
昏
」
な
ど
で
あ
っ
て
、
三
時
制
を
加
え
る
必
要
が
な
い
。

卜
辭
中
に
記
さ
れ
た
事
物
は
常
に
時
間
詞
と
關
わ
っ
て
い
る
の
で
、
動
詞
は
時
間

性
を
持
た
な
く
て
も
文
の
時
制
は
確
定
し
て
い
る
。
上
に
擧
げ
た
二
種
の
期
名
に

は
、
象
形
字
の
「
莫
・
旦
」
な
ど
も
あ
れ
ば
、
假
借
字
の
「
旬
・
歳
」
な
ど
も
あ
り
、

形
声
字
の
「
虧
」
も
あ
れ
ば
、
象
形
字
か
ら
引
伸
し
た
「
年
月
夕
日
」
も
あ
り
、

形
声
字
か
ら
引
伸
し
た「
祀
」も
あ
る
。「
受
年
」「
日
又
食
」と
い
う
文
中
の
、「
年
」

は
み
の
り
、「
日
」
は
太
陽
で
あ
り
、「
年
」「
日
」
は
物
を
表
す
名
詞
で
あ
る
。

場
所
は
、
區
域
と
方
位
を
含
む
。
區
域
に
は
、「
鄙
・
麓
・
邑
・
土
・
方
」
な

ど
の
字
が
あ
り
、
そ
の
前
に
方
位
性
の
「
東
・
西
・
南
・
北
」
を
附
け
て
も
よ
い
。

名
詞
の
前
に
附
加
し
た
「
東
・
西
・
南
・
北
」
は
附
加
詞
で
あ
っ
て
、
名
詞
で
は

な
い
。
名
詞
と
し
て
の
方
位
字
が
卜
辭
中
に
存
在
し
て
お
り
、例
え
ば
、「
尞
于
東
」

「
尞
于
西
」「
尞
于
北
」（『
續
』1-52-6

、『
上
』24-5
『
珠
』464

）
で
あ
る
。
卜

辭
の
介
詞
「
于
」
の
後
は
必
ず
名
詞
、
つ
ま
り
人
名
・
地
名
・
期
名
で
あ
る
。
殷

人
の
意
識
の
中
で
、
方
向
は
実
在
し
な
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
卜
辭
で
は
東
西

南
北
四
方
の
「
受
年
」
を
記
し
て
お
り
、
ま
た
東
西
南
北
四
土
の
「
受
年
」
を
記

し
て
い
る
の
で
、「
四
方
」す
な
わ
ち「
四
土
」で
あ
る
。
區
域
字
は
象
形
字
の「
土
・

邑
」
で
も
よ
く
、
形
声
字
の
「
鄙
・
麓
」
で
も
よ
い
。
方
位
字
は
多
く
が
假
借
字

で
あ
る
。

身
分
は
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。（
1
）
権
力
地
位
を
表
す
「
王
・
后
・
君
・

侯
・
田
・
白
」
な
ど
。（
2
）
職
務
を
表
す
「
尹
・
工
・
卜
・
史
」
な
ど
。（
3
）

親
属
關
係
を
表
す
「
公
・
祖
・
妣
・
父
・
母
・
兄
・
弟
」
な
ど
。

集
団
は
、「
族
・
穎
・
衆
」
な
ど
、
集
合
し
た
人
の
群
れ
を
表
す
。

上
述
の
名
詞
中
の
普
通
名
詞
は
、
漢
字
の
分
析
的
・
孤
立
的
・
單
音
節
と
い
う

三
つ
の
性
質
に
符
合
す
る
。
名
詞
の
中
の
固
有
名
詞
は
、
限
定
さ
れ
固
定
し
た
あ

る
個
人
・
あ
る
所
・
あ
る
族
・
あ
る
日
を
指
し
て
い
る
。
そ
れ
は
單
音
節
で
も
よ

く
、
複
音
節
で
も
よ
い
。
複
音
節
の
固
有
名
詞
は
、
た
だ
一
つ
の
意
味
を
表
し
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
意
味
單
位
は
永
遠
に
固
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
例
え

ば
武
丁
卜
辭
の
「
父
乙
」
と
文
丁
卜
辭
の
「
父
乙
」
が
指
し
て
い
る
の
は
、
同
一

人
で
は
な
い
。「
甲
午
」
は
正
月
の
あ
る
一
日
で
も
よ
く
、
三
月
の
あ
る
一
日
で

も
よ
い
。
固
有
名
詞
は
多
く
が
象
形
字
で
は
な
く
形
声
字
か
假
借
字
で
あ
る
。
と

い
う
の
は
事
物
の
固
有
名
詞
は
代
詞
と
同
じ
く
、
象
形
し
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。

固
有
名
詞
は
五
組
に
分
け
ら
れ
る
。（
1
）
人
名
、（
2
）
女
字
、（
3
）
方
族
、

（
4
）
地
名
、（
5
）
日
。

人
名
は
さ
ら
に
個
人
名
・
廟
名
・
神
名
に
細
別
で
き
る
。
個
人
名
は
、
成
湯
の

「
成
」
や
「
湯
」、「
王
亥
」「
王
恒
」、
武
丁
時
代
の
「
子
漁
」
や
「
子
〜
」
な
ど
、

「
卜
冉
」「
侯
虎
」
な
ど
で
あ
る
。
一
般
に
卜
人
の
名
は
そ
の
官
名
「
卜
」
が
省
か

れ
、「
卜
冉
」
は
「
冉
」
と
稱
さ
れ
る
。「
王
亥
」
は
ま
た
「
高
祖
亥
」
と
も
い
う
。

廟
名
は
十
干
を
基
礎
と
し
、「
祖
甲
」「
大
甲
」
の
類
で
あ
る
。
神
祇
の
名
は
「
帝
」

「
社
」
な
ど
。
こ
れ
ら
の
名
は
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
章（
20
）に
お
い
て
詳
し
く
述
べ
る
。

女
字
と
姓
と
の
區
別
は
、な
お
確
定
し
が
た
い
。
四
例
が
あ
る
。（
1
）「
帚ふ

〜
」

の
「
帚
好
」「
帚

」
等
。「
好
」
や
「
帚
井
」
に
も
作
る
。（
2
）「
妣
乙
婭
」（『
乙
』

4677

）。（
3
）「
〜
母
」。（
4
）「
妣
丹
」（『
乙
』4968

）。
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

あ
る
一
人
の
女
性
を
指
し
て
い
る
が
、（
1
）
類
が
最
も
多
い
。

方
族
と
は
方
國
と
邦
族
（
あ
る
い
は
部
族
）
で
あ
り
、
兩
者
も
ま
た
區
別
で
き

な
い
。「
羌
」は
一
つ
の
族
で
あ
り
、「
羌
方
」は
方
國
で
あ
る
。「
羌
〜
人
」の「
羌
」

は
族
で
あ
り
、「
伐
羌
」
と
い
う
時
の
「
羌
」
は
「
羌
方
」
で
あ
る
。



一
〇
三

漢
字
學
硏
究　

第
七
號

地
名
は
卜
辭
中
に
出
現
す
る
こ
と
極
め
て
多
く
、
一
般
に
水
名
は
常
に
水
偏
の

形
聲
字
で
あ
り
、
山
の
名
は
比
較
的
少
な
い
。
一
般
に
單
音
節
の
地
名
は
方
位
字

を
そ
の
前
後
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
複
音
節
の
地
名
は
比
較
的
少
な
い
。

日
は
十
干
と
十
二
支
で
構
成
さ
れ
た
六
十
個
の
組
合
せ
で
あ
り
、
各
々
が
一
日

を
表
す
。「
六
月
甲
子
」
は
6
月
の
内
の
甲
子
の
そ
の
日
で
あ
り
、
一
個
月
中
に

甲
子
と
い
う
日
が
二
度
現
れ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
甲
子
の
日
は
相
對
的
に
固
定

さ
れ
る
。「
甲
子
雨
」
は
省
い
て
「
甲
雨
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、「
子
雨
」

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
殷
の
制
度
で
十
日
を
一
旬
と
し
、
天
干
の

一
周
を
十
日
の
一
旬
と
し
て
、
一
單
位
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
地
支
を
時
名

と
し
て
い
る
の
が
、
わ
ず
か
二
例
あ
る
。

甲
子
卜
、
今
日
亥
不
雨　
『
粹
』784　
﹇
甲
子
に
卜
す
、
今
日
亥
に
雨
ふ
ら
ん
か
﹈

王
其
田
、
以
不
雨　
　
　
『
庫
』713　
﹇
王
其
れ
田か
り

し
、
以
て
雨
ふ
ら
ざ
ら
ん
か
﹈

こ
の
「
亥
」
は
天
干
で
は
な
く
、
あ
る
一
日
を
表
し
て
は
い
な
い
（
な
ぜ
な
ら
卜

し
た
日
が
甲
子
な
の
で
）、
恐
ら
く
指
し
て
い
る
の
は
時
刻
で
あ
ろ
う（
21
）。

以
上
の
五
組
の
固
有
名
詞
は
附
加
詞
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
單
独
が
基

礎
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
固
有
名
詞
と
上
述
の
普
通
名
詞
は
相
對
的
關
係
に

あ
る
よ
う
で
あ
る
。

「
普
通
名
詞
」 

「
固
有
名
詞
」 

「
そ
の
他
」

物
名 

 

指
示
代
詞

時
期
名 

日

場
所 

地
名

身
分 

人
名 

人
稱
代
詞

集
團 

女
字
・
方
族

普
通
名
詞
は
原
則
上
、
數
詞
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
、「
三
牛
」「
十
祀
」「
四

方
」「
四
兄
」「
五
族
」「
三

」
等
。
固
有
名
詞
と
代
詞
に
は
數
詞
を
加
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
一
部
の
普
通
名
詞
と
固
有
名
詞
に
は
、
不
定
量
の
多
數

を
表
す
「
多
」
字
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
1
）
身
分 

多
祖
、
多
妣
、
多
父
、
多
母
…
…

 

多
后
、
多
君
、
多
田
、
多
白
、
多
亜
…
…

 

多
尹
、
多
工
、
多
射
、
多
箙
、
多
臣
、
多
辟
臣
…
…

（
2
）
方
國 

多
犬
、
多
羌
、
多
馬
、
多
馬
羌
…
…

 

多
方

名
詞
と
名
詞
の
結
合
に
は
二
種
あ
る
。

（
1
）
同
格 

  

余
・
一
人
『
金
』124　

今
日
・
癸
『
粹
』761　

大
邑
・

商
『
前
』7-27-6　

攸
侯
喜
鄙
・
永
『
明
續
』786

（
2
）
所
有
格 

  

帚
姪
・
子
『
前
』1-25-3　

今
日
・
夕
『
庫
』505

・『
甲
』

3083

攸
侯
喜
・
鄙
『
綴
』189

こ
の
二
種
の
用
法
は
今
も
な
お
口
語
に
存
し
、
同
格
に
は
、「
我
個
人
」「
我
陳
〜

〜
」「
昨
天
初
三
」﹇
き
の
う
三
日
﹈「
首
都
北
京
」
等
々
が
あ
る
。
所
有
格
に
は
、「
的
」

字
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
、「
老
張
的
児
子
」﹇
張
さ
ん
の
息
子
﹈「
今
天
的
下
午
」﹇
今

日
の
午
後
﹈「
北
京
西
郊
的
清
華
園
」
な
ど
が
あ
る
が
、こ
の
「
的
」
は
省
い
て
よ
い
。

所
有
格
と
名
詞
の
間
に
、「
之
」
を
加
え
た
「
〜
〜
之
孫
」
の
如
き
は
春
秋
金
文

に
な
っ
て
初
め
て
出
現
し
た
。

二　

單
位
詞

單
位
詞
と
は
い
わ
ゆ
る
量
詞
で
あ
る
。
卜
辭
に
も
少
數
の
例
が
あ
り
、「
貝
」



甲
骨
文
法

一
〇
四

の
單
位
詞
が
「
朋
」
で
あ
り
、「
馬
」
と
「
車
」
の
單
位
詞
が
「
丙
」、「
鬯ち
ゃ
う」
の

單
位
詞
が
「
い
う

」「
斗と
う

」、「
人
」
の
單
位
詞
が
「
人
」
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例

は
數
詞
の
後
に
見
ら
れ
る
。
卜
辭
で
數
を
記
し
た
名
詞
に
は
、
そ
の
語
順
が
二
つ

あ
る
。（

1
）
名
―
數
―
單
位　

貝
〜
朋
、
馬
〜
丙
、
鬯
〜

、
人
〜
人
、
羌
〜
羌

（
2
）
數
―
名　
　
　
　

〜
牛
、
〜
人
な
ど　

こ
の
二
種
の
形
式
は
ど
ち
ら
も
今
日
の
口
語
の
「
數
―
單
位
―
名
」、例
え
ば
「
一

張
畫
」﹇
一
枚
の
繪
畫
﹈
と
異
な
っ
て
い
る
。
西
周
金
文
は
殷
代
と
同
様
で
あ
る
。
西

周
金
文
の
「
田
〜
田
」「
牛
〜
牛
」
は
、卜
辭
の
「
人
〜
人
」「
羌
〜
羌
」
と
同
じ
く
、

數
詞
の
前
が
名
詞
、
數
詞
の
後
が
單
位
詞
で
あ
っ
て
、
兩
者
の
書
き
方
が
全
く
同

じ
で
あ
る
。

「
貝
」
の
單
位
「
朋
」
を
、
王
國
維
は
「
五
貝
が
一
系
、
二
系
が
一
朋
」
と
推

測
す
る
（『
觀
堂
集
林
』3-18

）、
す
る
と
、「
十
貝
」
が
「
朋
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
正
し
い
、
と
い
う
の
は
殷
の

の
銘
文
中
に
、「
子
光
賞
貝
二
朋
、
子
曰
貝

隹
廿（
22
）」﹇

子
光 

貝
二
朋
を
賞
す
、
子 

貝
隹
れ
廿
と
曰
う
﹈（『
三
代
吉
金
文
存
』13-42-2

・

3
）
と
あ
り
、
二
朋
が
二
十
貝
で
あ
る
の
で
、
一
朋
が
必
ず
十
貝
、
と
い
う
こ
と

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

車
馬
の
單
位
の
「
丙
」
は
、
た
ぶ
ん
『
詩
經
』
の
「
乘
」
と
同
じ
で
あ
ろ
う
、

た
だ
し
、
何
頭
の
馬
が
一
乘
な
の
か
は
未
だ
分
か
ら
な
い
。
金
文
の
馬
の
單
位
は

「
匹
」
で
あ
り
、
金
文
の
「
兩
」
字
は
二
個
の
並
ん
だ
「
丙
」
で
あ
る
の
で
、
甲

骨
文
の
「
丙
」
は
お
そ
ら
く
單
數
で
あ
ろ
う
。

「

」
と
「
斗
」
は
と
も
に
量
器
で
あ
り
、『
左
傳
』
僖
18
の
注
に
引
く
李
巡
は
、

「

と
は
鬯
の
罇た

る

な
り
」
と
い
い
、西
周
金
文
に
も
「
鬯
〜

」
と
い
う
の
が
あ
る
。

單
位
詞
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
後
の
「
六
、
數
詞
」
參
照
。

三　

代
詞

甲　

人
稱
代
詞

卜
辭
の
人
稱
代
詞
に
は
以
下
の
諸
例
が
あ
る
。

甲
戌
卜
王
：
余
令
角
帚
載（
23
）朕
事 

  『
佚
』15

・『
粹
』1244　
﹇
甲
戌
卜
し
王
の
、

余よ 

角か
く
ふ帚
に
令
し
て
朕わ

が
事
を
載
せ
し
め
ん
﹈

朕
臣
鳴 

『
乙
』5405　
　
﹇
朕
が
臣
鳴め
い

﹈

癸
丑
卜
王
曰
貞
…
…
余
一
人

禍 
  『

金
』124　
﹇
癸
丑
卜
し
王
曰
く
貞
う
…
余
一

人
禍

わ
ざ
わ
い
な

か
ら
ん
か
﹈

己
亥
卜
王
：
余
弗
其
子
帚
姪
子 

  『
前
』1-25-3　
﹇
己
亥
卜
し
王
の
、
余
其
れ
帚

姪
の
子
を
子
と
せ
ざ
ら
ん
か
﹈

乙
酉
卜
王
貞
、
余
嘴
朕
考
工
𢓊
我（
24
）　

  『
前
』4-46-1　
﹇
乙
酉
卜
し
王
貞
う
、
余

朕わ

が
考
工
を
嘴お

さ

め
我
がく

る
し
みを

𢓊つ
づ

け
ん
か
﹈

貞
若
茲
陟
帝
、
余
利
朕
御
史
不
句（
25
）   『
侯
』11　
﹇
貞
う
、
茲
の
若
く
帝
に
陟
し
、
余 

朕
が
御
史
を
利
し
て
句
せ
ざ
ら
ん
か
﹈

甲
午
卜
王
貞
…
…
余
從
侯
喜
正
人
方
…
…
受
余
佑
『
前
』4-18-1+

3-27-6
 

  ﹇
甲
午
卜
し
王
貞
う
…
余
侯
喜
を
從
え
人
方
を
正
し

…
余
に
佑
を
受さ
ず

け
ん
か
﹈

…
…
受
余
又 

『
乙
』562　
﹇
余
に
又い

う

を
受さ

ず

け
ん
か
﹈

□
辰
卜
王
貞
、
妣
隹
乍
余
禍 

  『
下
』30-5　
﹇
□
辰
卜
し
王
貞
う
、
妣
隹こ

れ
余

に
禍
を
乍な

さ
ん
か
﹈

丁
亥
卜
扶
：
余
令
曰
方
其
至 

  『
坊
間
』5-23　
﹇
丁
亥
卜
し
扶
の
、
余
令
し
曰
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わ
ん
方
其
れ
至
ら
ん
﹈

我
受
年　
『
珠
』163,167,168

；
『
粹
』869,871,873　
﹇
我
年み
の
りを
受
け
ん
﹈

我
伐
馬
方　
『
乙
』5408　
﹇
我
馬
方
を
伐
た
ん
か
﹈

我
入
商　
　
『
粹
』1064　
﹇
我
商
に
入
ら
ん
か
﹈

我
入
商
、
我（
26
）御
史　
『
珠
』114　
﹇
我
れ
商
に
入
り
、
我
れ
御
史
に

せ
ん
か
﹈

我
尹
允
伐
昌
方　
『
鐵
』259-2　
﹇
我
が
尹
允ま
こ
とに
昌
方
を
伐
つ
﹈

㣇
我
羊　
『
前
』4-50-4　
﹇
我
が
羊
に
㣇た
た

ら
ん
か
﹈

乎
省
我
田　
『
前
』5-26-1　
﹇
乎よ

び
て
我
が
田
を
省
せ
し
め
ん
か
﹈

㞢
于
我
祖　
『
粹
』878　
﹇
我
が
祖
に
㞢い
う

せ
ん
か
﹈

邛
方
亦
侵
我
西
鄙
田　
『
菁
』
1　
﹇
邛
方
亦
た
我
が
西
鄙
の
田
を
侵
す
﹈

出
伐
我

 

『
粹
』1152

﹇
出
で
て
我
が

を
伐
た
ん
か
﹈

受
我
又 

『
前
』4-37-6
﹇
我
に
又た
す
けを
受さ
ず

け
ん
か
﹈

帝
不
我

 

『
燕
』785

﹇
帝
我
を

く
る

し
め
ざ
ら
ん
か
﹈

帝
其

我 

『
庫
』1811

﹇
帝
其
れ
我
を

し
め
ん
か
﹈

降
我

 

『
佚
』764

﹇
我
に

し
み
を
降
さ
ん
か
﹈

曰
：
汝
…
…
女
一
人 

『
河
』607

﹇
曰
く
、
汝
…
女

な
ん
じ

一
人
﹈

王
曰
：
侯
虎
、
敗
女
使
、
劦（
27
）受 

  『
前
』7-36-1

﹇
侯
虎 

女な
ん
ぢが

使
い
を
敗
ら
ん
、

劦
し
受
け
ん
﹈

王
曰
：
侯
虎
、
余
其
敗
女
使
、
受 

  『
菁
』
7
﹇
侯
虎 

余
其
れ
女
が
使
い
を
敗
ら
ん
、

受
け
ん
﹈

㞢
、
女
其
入
乎
從
又
司
、
女
我
克

二
人（
28
）　
『
甲
』3933

﹇
㞢
、
女

な
ん
ぢ

其
れ
入
り
乎

び
て
又い
う
し司

を
從
え
、
女な

ん
ぢと

我
と
克よ

く
二
人
を
孚と

ら

え

ん
﹈

王
曰
：
侯
虎
往
、
余
不
束
、
其
合
氐
乃
使
歸　
『
菁
』7

、『
前
』7-36-1

、『
金
』

670

﹇
王
曰
：
侯
虎
往
き
、
余
は
束
せ
ず
、
其
れ

合
い
氐い

た

り
て
女な
ん
ぢが
使
い
歸
ら
ん
﹈

乙
卯
卜
賓
貞
曰
氐
乃
邑 

  『
燕
』173

﹇
乙
卯
卜
し
賓
貞
う
、
曰
く
乃
が
邑

に
氐い

た

ら
ん
か
﹈

以
上
か
ら
、
卜
辭
の
一
人
稱
に
「
我
」「
余
」
が
あ
り
、
所
有
格
に
「
朕
」
が

あ
る
の
が
知
れ
る
。「
余
」
と
「
朕
」
は
通
常
は
王
の
自
稱
で
あ
っ
て
、
こ
の
二

つ
の
代
詞
の
あ
る
卜
辭
は
通
常
（
少
數
の
例
外
も
あ
る
）
王
み
ず
か
ら
卜
し
た
も

の
で
あ
る
。「
余
」
は
主
格
と
目
的
格
に
は
な
れ
る
が
所
有
格
に
は
な
れ
ず
、「
我
」

は
主
・
目
的
・
所
有
の
三
格
を
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
余
」

と
「
我
」
は
と
も
に
一
人
稱
の
主
格
と
目
的
格
で
あ
り
、「
朕
」「
我
」
は
と
も
に

一
人
稱
の
所
有
格
で
あ
る
が
、
そ
の
區
別
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。「
余
」「
朕
」
は

と
も
に
時
の
王
の
自
稱
で
あ
る
の
で
、「
朕
」
は
「
わ
が
・
わ
れ
の
」
で
あ
る
。

卜
辭
の
「
我
受
年
」
は
「
商
受
年
」
に
當
た
り
、「
我
」
は
集
合
の
名
詞
で
あ
っ
て
、

主
格
・
目
的
格
の
「
我
」
は
「
わ
れ
わ
れ
」
で
あ
る
。
卜
辭
の
「
受
余
又
」
と
「
受

我
又
」
と
は
異
な
り
、
前
者
は
「
王
に
佑
を
授
く
」、
後
者
は
「
商
に
佑
を
授
く
」

で
あ
る
。
所
有
格
の
「
我
」
は
「
わ
れ
わ
れ
の
」
で
あ
る
。
上
に
引
い
た
『
前
』

4-46-1

の
「
余
」「
朕
」「
我
」
と
い
う
三
つ
の
一
人
稱
の
區
別
は
次
の
ご
と
く
で

あ
る
。

余　
　

單
數
、
一
人
稱
、
主
格　
　
　

他
に
目
的
格
に
も
な
れ
る

朕　
　

單
數
、
一
人
稱
、
所
有
格

我　
　

複
數
、
一
人
稱
、
所
有
格　
　

  

他
に
主
格
・
目
的
格
の
複
數
に

も
な
れ
る



甲
骨
文
法

一
〇
六

こ
の
現
象
は
西
周
金
文
と
似
て
い
る
が
、す
べ
て
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

一
青
銅
器
の
中
で
「
朕
」「
我
」
が
併
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、「
叔
向
父
禹
鮎
」

と
「
師
詢
鮎
」
と
が
あ
り
、「
余
」
が
主
格
と
目
的
格
、「
朕
」
が
所
有
格
單
數
、「
我
」

が
所
有
格
複
數
で
あ
る
。
一
青
銅
器
の
中
で
、
所
有
格
の
「
朕
」「
我
」
が
併
用

さ
れ
、
主
格
・
目
的
格
の
「
余
」「
我
」
が
併
用
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
毛
公
鼎
」

と
「
衛
鐘
」
で
あ
る
。
所
有
格
の
「
朕
」「
我
」
は
、
單
數
・
複
數
の
別
で
あ
り
、

主
格
・
目
的
格
の
「
余
」「
我
」
の
區
別
は
、「
余
」
が
た
だ
單
數
だ
け
に
用
い
ら

れ
る
の
に
、「
我
」
は
單
數
・
複
數
、
主
格
・
目
的
格
す
べ
て
に
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。「
大
盂
鼎
」
と
「
毛
公
鼎
」
で
王
は
「
我
一
人
」「
余
一
人
」
と

自
稱
し
、「
余
」
と
「
我
」
が
分
か
れ
ず
、
し
か
も
ど
ち
ら
も
單
數
主
格
一
人
稱

で
あ
る
。
し
か
し
西
周
金
文
の
所
有
格
一
人
稱
は
數
の
規
定
を
遵
守
し
て
い
る
。

「
父
考
祖
妣
」
の
こ
と
を
い
う
に
は
「
朕
」
と
い
い
、「
邦
家
國
土
」
の
こ
と
を
い

う
に
は
「
我
」
と
い
う
。
す
る
と
「
朕
」
は
「
わ
が
」
で
あ
り
、「
我
」
は
「
わ

れ
ら
の
」
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
、
西
周
金
文
の
所
有
格
一
人
稱
は
、
そ
の
所

有
さ
れ
る
名
詞
に
よ
り
「
朕
」
を
使
う
か
「
我
」
を
使
う
か
が
決
ま
り
、「
朕
位
」

「
朕
令
」
を
「
我
」
に
換
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、「
我
邦
」「
我
家
」
を
「
朕
」
に

換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

卜
辭
の
二
人
稱
は
そ
の
例
が
た
い
へ
ん
少
な
い
。
主
格
・
目
的
格
に
は
「
女
」

を
用
い
、
所
有
格
に
は
「
乃
」
を
用
い
る
。『
菁
』7

の
「
女
」
は
「
あ
な
た
の
」

な
の
か
「
あ
な
た
た
ち
の
」
な
の
か
決
め
ら
れ
な
い
。
二
人
稱
は
し
ば
し
ば
個
人

名
の
後
に
続
く
。
こ
れ
は
西
周
金
文
・『
尚
書
』
と
同
じ
で
あ
る
。

卜
辭
の
内
容
の
限
界
か
ら
、
三
人
稱
が
現
れ
る
こ
と
が
な
い
。
た
だ
し
「
濃
」

の
用
法
に
、
名
詞
に
替
る
役
割
が
あ
る
。
そ
の
例
：

1
貞
我
受
邛
方
又　
　
　
　
　
　
　

﹇
貞
う
我
れ
邛
方
に
又た

す
け﹇

佑
﹈
を
受さ

ず

け
ん
か
﹈

　

貞
弗
其
受
㞢
又 

『
燕
』77

﹇
貞
う
其
れ
㞢こ
れ

に
又
を
受
け
ざ
ら
ん
か
﹈

2
伐
邛
方
、
帝
受
我
又 

『
林
』1-11-13

﹇
邛
方
を
伐
つ
に
、
帝
我
に
又
を
受
け
ん
か
﹈

3
貞
伐
邛
方
、
受
又 

『
上
』31-5

﹇
貞
う
邛
方
を
伐
つ
に
、
濃
に
又
を
受
け
ん
か
﹈

4
我
伐
馬
方
、
帝
受
我
又 

『
乙
』5408

﹇
我
れ
馬
方
を
伐
つ
に
、
帝
我
に
又
を
受
け
ん
か
﹈

5
余
受
邛
方
又 

『
前
』4-46-1

﹇
余
邛
方
に
又
を
受
け
ん
か
﹈

6
伐
印
方
、
帝
受
我
又 

『
乙
』3787

﹇
印
方
を
伐
つ
に
、
帝
我
に
又
を
受
け
ん
か
﹈

7
伐
印
方
、
受
濃
又 

『
粹
』1230

﹇
印
方
を
伐
つ
に
、
濃
に
又
を
受
け
ん
か
﹈

1
か
ら
「
㞢
」
が
邛
方
を
指
し
、2
・
3
と
7
か
ら
「
㞢
」
が
帝
を
指
す
の
が
分
る
。

4
・
5
か
ら
「
受
我
又
」
の
「
我
」
が
「
我
伐
馬
方
」
の
「
我
」
で
あ
る
と
分
る
。

6
・
7
か
ら
「
帝
受
我
又
」「
受
㞢
又
」
は
、「
帝
の
又
を
受
け
る
」
と
分
る
。「
受

邛
方
又
」「
受
馬
方
又
」
は
、
邛
方
と
馬
方
を
伐
っ
て
又
（
佑
）
を
帝
か
ら
受
け

る
の
で
あ
る
。『
上
』29-4

に
、「
于
大
甲
告
邛
方
出
。
告
邛
于
黄
尹
」﹇
大
甲
に
邛

方
の
出
づ
る
を
告
ぐ
。
邛
を
黄
尹
に
告
ぐ
﹈
と
あ
る
。
後
者
は
「
邛
方
の
出
づ
る
を
黄
尹
に

告
ぐ
」
の
省
略
で
あ
っ
て
、
先
の
省
略
例
を
比
較
で
き
る
。

卜
辭
の
再
歸
人
稱
代
詞
に
、「
自
」
が
あ
る
。

王
自
正

方（
29
）　

　
　
『
粹
』1184

﹇
こ

れ
王
自
ら

方
を
正せ

い

﹇
征
﹈
せ
ん
か
﹈

上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
卜
辭
の
人
稱
代
詞
一
人
稱
に
は
、
數
の
區
別
が
あ
る
。

主
格
・
目
的
格
の
單
數
は
「
余
」
を
用
い
、
複
數
は
「
我
」
を
用
い
る
。
所
有
格

單
數
は
「
朕
」
を
用
い
、
複
數
は
「
我
」
を
用
い
る
。
二
人
稱
は
西
周
金
文
と
同

じ
く
、
主
格
・
目
的
格
は
單
複
を
分
け
ず
、
皆
「
女
」
を
用
い
、
所
有
格
は
「
乃
」

を
用
い
る
。「
濃
」
は
た
ぶ
ん
三
人
稱
で
あ
っ
て
、『
周
書
』
の
「
厥
」
に
あ
た
り
、

西
周
金
文
の
「

」
で
あ
る
。
西
周
金
文
の
主
格
・
目
的
格
一
人
稱
の
「
余
」「
我
」



一
〇
七

漢
字
學
硏
究　

第
七
號

に
は
混
用
の
傾
向
が
あ
る
が
、「
余
」
は
な
お
單
數
を
表
し
、「
我
」
は
單
複
を
兼

ね
て
い
る
。
し
か
し
所
有
格
の「
朕
」「
我
」が
な
お
殷
代
の
法
則
を
守
っ
て
い
て
、

單
數
に
「
朕
」、
複
數
に
「
我
」
を
用
い
る
。
一
人
稱
所
有
格
の
單
複
は
そ
れ
に

続
く
名
詞
の
内
容
と
性
質
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
そ
の
名
詞
が
個
人
や
單
独
の
も
の

に
属
す
る
な
ら
ば
「
朕
」、
集
団
や
公
衆
に
属
す
る
な
ら
ば
「
我
」
で
あ
る
。

卜
辭
の
人
稱
代
詞
の
特
色
に
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
格
に
關
し
て
、
主
・
目
的

格
と
所
有
格
の
二
類
し
か
な
く
、
主
格
と
目
的
格
は
分
か
れ
て
い
な
い
。
も
う
一

つ
は
數
の
觀
念
の
存
在
で
あ
る
。

　

乙　

指
示
代
詞

卜
辭
の
指
示
代
詞
に
は
以
下
の
諸
例
が
あ
る
。

王
占
曰
：
乃
茲
亦
㞢
㣇
若
　

  『
菁
』3　
﹇
王
占
み
て
曰
く
：
乃
な
ん
じ

茲こ
れ

亦
ま
た
㣇
た
た
り

㞢あ

ら
ん
か
、

か
く

の
若ご

と

し
﹈

若
茲  

不
雨
、
帝
隹
茲
邑
蚩
不
若　
『
卜
通
』
別
二
中
村
大
骨
（
第
二
の
「
茲
」
は

指
示
詞
）　
﹇
茲
の
若
く
雨
ふ
ら
ず
、
帝
隹
れ
茲こ

の
邑
に
蚩た

た

る
に
、
若だ

く

せ
ざ
ら
ん
か
﹈

日
若
茲
晦
、
隹
年
禍　
『
前
』5-17-5

﹇
日 

茲
の
若
く
晦く

ら

し
、
隹
れ
年

み
の
り

禍
あ
ら
ん
か
﹈

我
自
茲
隹
若　
『
明
續
』228　
﹇
我
茲こ

こ

自
り
隹
れ
若だ

く

せ
ん
か
﹈

毋
才
茲
𢓊　

『
前
』1-9-7　
﹇

茲こ
こ

に
才あ

り
て
𢓊ゆ

く
毋
れ
﹈

…
…
不
才
茲　
『
前
』4-33-7　
﹇
…
茲
に
才あ

ら
ず
﹈

其
遅
于
之
、
若　
『
前
』5-30-1　
﹇
其
れ
之
に
遅
る
る
に
、
若
せ
ん
か
﹈

…
…
于
之
、
若　
『
明
續
』456　
﹇
之
に
…
若
せ
ん
﹈

隹
之
又
遺　
　
『
下
』3-10　
﹇
隹
れ
之
に
遺
わ
す
又あ

ら
ん
か
﹈

王
從
于
之
、
㞢
𣴆
（
30
）　

　

『
鐵
』82-1

（『
燕
』201

）﹇
王
之
を
從
え
、
𣴆

す
す
ぐ

㞢あ

ら
ん
か
﹈

王
夕
入
于
之
、
不
雨　
　
『
粹
』697

﹇
王
夕
に
之
に
入
る
に
、
雨
ふ
ら
ざ
ら
ん
か
﹈

王
祭
于
之
、
若
、
又
正　

  『
粹
』542

、（335,1195,1197

）﹇
王
之
に
祭
る
に
、

若
せ
ん
か
、
正
す
る
又あ

ら
ん
か
﹈

其
𠦪
（
31
）才
父
甲
、
王
受
又　

―　

弜
已
誉
于
之
、
若　
『
粹
』335　
﹇
其
れ
𠦪い

の

り

て
父
甲
に
才あ

り
、
王
又た
す
けを
受
け
ん
か
ー
之
を
已ま
つ

り
𠦪い
の

ら
ざ
る
に
、

若だ
く

せ
ん
か
﹈

大
乙
史
、
王
郷
于（
32
）　

―　

弜
郷
于
之
、
若　
　
『
粹
』142　
﹇
大
乙
の
史
、

王 

に
郷あ
え

（
饗
）
せ
ん
か－

之
に
郷
せ
ざ
る
に
、
若
せ
ん
か
﹈

亞
從
于
止
、
㞢
𣴆　

『
下
』25-9

﹇
亞 

止
に
從
い
、
𣴆
す
す
ぐ

㞢あ

ら
ん
か
﹈

卜
辭
で
は
、「
茲
」
は
「

」（
恷
）、「

」
は
「

」、「
之
」
は
「

」
の

下
に
「
一
」
を
加
え
て
「

」
に
作
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
み
な
西
周
金
文
と

同
じ
で
あ
る
。
卜
辭
の
「
之
」
は
、『
粹
』141

・335

の
兩
例
か
ら
、
そ
の
指
し

て
い
る
の
が
人
と
所
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

「
茲
」
は
「
此
」
で
あ
り
、「
若
茲
」
は
「
如
此
」﹇
か
く
の
ご
と
し
﹈
で
あ
る
。
西

周
の
『
尚
書
』
の
例
：

大
誥　
　

卜
陳
惟
若
茲　
　
　
﹇
卜ぼ

く
ち
ん陳 

惟こ

れ
茲か

く

の
若ご

と

し
﹈

酒
誥　
　

予
不
惟
若
茲
多
誥　
﹇
予わ

れ
惟た

だ
茲
の
若
く
多
誥
す
る
の
み
な
ら
ず
﹈

多
士　
　

降
若
茲
大
喪　
　
　
﹇
茲
の
若
き
大
喪
を
降
す
﹈

そ
の
「
若
茲
」
の
用
法
は
み
な
卜
辭
と
同
じ
で
あ
る
。『
菁
』3

の
背
文
（『
菁
』4

）

に
、「
乃
若

」
が
あ
り
、「
若

」
や
「
若
茲
」
の
對
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
意
味

は
「
そ
の
よ
う
・
あ
の
よ
う
」
で
あ
る
。
指
示
代
詞
「
茲
」
の
前
に
は
い
つ
も
介

詞
の
「
若
」「
自
」「
才
」﹇
＝
在
﹈
等
が
附
く
。

殷
の
制
度
で
は
、
一
事
を
幾
度
か
卜
し
、
採
用
す
べ
き
卜
に
は
占
辭
の
「
吉
」



甲
骨
文
法

一
〇
八

を
し
ば
し
ば
附
け
、
ま
た
「
茲
用
」「
茲
御
」
の
語
を
附
け
て
お
り
、
採
用
し
な

い
も
の
に
は
、「
茲
不
用
」「
茲
毋
用
」
の
語
を
附
け
て
い
る
。
そ
の
例
：

從
盂
？　

大
吉　

茲
用　
　
『
甲
』537

﹇
盂
に
從
わ
ん
か
。
大
吉
。
茲
用
い
ん
﹈

大
吉　

茲
用　

不
雨　
　
『
粹
』710

﹇
大
吉
。
茲
用
い
ん
。
雨
ふ
ら
ず
﹈

辛
未
又
于
出
日
？　

茲
不
用
。　
『
佚
』86　
﹇
辛
未 

出
日
に
又ゆ
う

せ
ん
か
。
茲
用
い
ず
﹈

己
卯
卜
王　

茲
毋
用　
　
『
甲
』8688　
﹇
己
卯
卜
し
王
、
茲
用
い
る
毋
れ
と
﹈

茲
夕
又
大
雨
？　

茲
御　

夕
雨　
　

  『
下
』18-13　
﹇
茲
の
夕
に
大
雨
又あ

ら
ん
か
。

茲
御
す
。
夕
に
雨
ふ
る
﹈

王
田  

于
鷄
、往
來
亾
災
？　

王
占
曰
弘
吉
。
茲
御
。
獲
聆
八
十
又
六　
　
『
佚
』

547　
﹇
王 

鷄
に
田か

り

す
る
に
、
往
來
に
災
亾な

か
ら
ん
か
。
王
占う

ら
なみ

て
曰
く
、
弘
吉
な
り
。

茲こ
れ

御
す
。
聆
八
十
又
六
を
獲
た
り
﹈

こ
れ
ら
の
「
茲
用
」「
茲
不
用
」
は
、占
辭
の
後
ろ
（『
甲
』537

、『
粹
』710

、『
佚
』

547

）、
命
辭
の
後
ろ
（『
佚
』86

、『
下
』18-13

）、
前
辞
の
後
ろ
（『
甲
』

8688

）、
驗
辭
の
前
（『
粹
』710

、『
下
』18-13

、『
佚
』547
）
に
置
か
れ
る
。

こ
の
短
い
語
句
の
詳
例
は
、
胡
厚
宣
「
釋
茲
用
茲
御
」（『
中
央
硏
究
院
歴
史
語
言

硏
究
所
集
刊
』8-4

）
を
參
照
。

『
鐵
』82-1

と
『
下
』25-9

と
の
兩
辭
を
比
較
し
て
、「
止
」「
之
」
の
通
用
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
後
世
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
み
な
介
詞
「
于
」
の

後
ろ
に
あ
る
。
西
周
金
文
の
「
史

鮎
」
の
「
其
于
之
朝
夕
監
」﹇
其
れ
之こ

こ

に
于お

い

て
朝

夕
監か

ん
がみ

よ
﹈
と
、『
尚
書
』
君
奭
の
「
肆
其
監
於
茲
」﹇
肆ゆ

え

に
其
れ
茲
に
監
み
よ
﹈
と
が
同

じ
な
の
で
、「
于
之
」
と
「
於
茲
」
と
は
実
は
同
義
で
あ
る
。
卜
辭
の
「
于
止
」「
于

之
」
の
後
ろ
に
よ
く
「
若
」
字
が
続
く
の
で
、「
止
若
」
を
連
ね
て
誤
っ
て
人
名

と
す
る
者
が
い
る
。『
前
』5-30-1

に
對
貞
の
辭
が
有
る
の
を
参
照
す
れ
ば
、「
止

若
」
を
人
名
に
讀
む
こ
と
の
誤
り
が
分
る
。

西
周
金
文
の
「
今
」
と
「
昔
」
は
、
日
時
に
附
け
ら
れ
る
が
、
日
時
に
繋
げ
ず

に
独
立
し
て
用
い
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
卜
辭
で
は
「
今
」
字
の
み
同

様
で
あ
る
が
、「
昔
」
字
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
後
の
「
七
、
指
詞
」﹇
連
體
修
飾
語

と
な
る
指
示
代
詞
﹈
に
詳
し
い
。

四　

動
詞

動
詞
は
、
事
物
が
あ
る
時
空
内
で
ま
た
あ
る
人
物
關
係
の
下
で
移
動
し
た
り
變

化
し
た
り
す
る
こ
と
を
表
す
。
移
動
や
變
化
は
事
物
自
身
の
も
の
で
も
よ
く
、
例

え
ば
「
雨
」
は
み
ず
か
ら
降
っ
て
く
る
。
ま
た
動
作
主
と
目
的
物
が
あ
る
も
の
で

も
よ
く
、例
え
ば
「
王
伐
土
方
」﹇
王
土
方
を
伐
つ
﹈
で
は
、「
王
」
が
動
作
主
で
「
伐
」

が
動
作
、
目
的
物
が
「
土
方
」
で
あ
る
。
ま
た
動
作
の
内
容
で
も
よ
く
、
例
え
ば

「
告
水
入
于
上
甲
」﹇
水
の
入
る
を
上
甲
に
告
ぐ
﹈
で
は
、「
水
入
」
と
い
う
事
柄
を
上
甲

に
告
げ
て
い
る
。
ま
た
事
物
の
關
係
を
述
べ
て
も
よ
く
、例
え
ば
「
婦
好
濃
子
」﹇
婦

好
子
濃あ

り
﹈
で
は
、
婦
好
が
身
ご
も
っ
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら

動
詞
は
、
事
物
の
變
動
・
變
動
の
對
象
・
事
物
と
對
象
と
の
關
係
等
等
を
說
明
す

る
の
で
あ
る
と
分
る
。
そ
れ
故
、
同
じ
く
動
詞
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
性
質
に
は
そ

れ
ぞ
れ
違
い
が
あ
る
。

今
試
み
に
、S

で
主
語
を
、V

で
動
詞
を
、O

で
賓
語（
33
）を
、P

で
介
詞
﹇
＝
前
置

詞
﹈
を
表
し
て
、
異
な
っ
た
文
型
を
分
析
し
て
み
る
。
ま
ず
卜
辭
で
構
造
が
最
も

簡
單
な
文
を
擧
げ
る
と
、
以
下
の
三
類
で
あ
る
。

王
伐
土
方
『
續
』3-9-1 

S

―V

―O　
﹇
王　

土
方
を
伐
つ
﹈

王
出　
　　
『
續
』3-35-5 

S

―V　
　
　
﹇
王　

出
づ
﹈



一
〇
九

漢
字
學
硏
究　

第
七
號

立
中　
　　
『
續
』4-7-1 

V

―O　
　
　
﹇
中
に
立
つ
﹈

こ
の
三
類
は
み
な
「S

―V

―O

」
と
い
う
法
則
を
守
っ
て
い
る
。「
伐
」
と
「
立
」

は
動
詞
で
あ
り
、
そ
の
及
ぶ
賓
語
は
「
土
方
」
と
「
中
」
で
あ
る
の
で
、
他
動
詞

で
あ
り
、
こ
の
他
動
詞
の
後
ろ
は
賓
語
で
あ
る
。「
出
」
と
「
今
日
雨
」
は
、
賓

語
を
必
要
と
せ
ず
し
て
意
味
が
充
足
し
て
お
り
、
自
動
詞
で
あ
る
。
他
動
・
自
動

を
問
わ
ず
、
動
詞
は
通
常
主
語
と
賓
語
の
間
に
挟
ま
る
。

卜
辭
の
動
詞
は
幾
つ
か
の
字
で
成
り
立
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
例
：

我
弗
其
隻（
34
）邛
方　
『
粹
』1091
﹇
我
其
れ
邛
方
を
隻え

﹇
＝
獲
﹈
て
征せ
い

ざ
ら
ん
か
﹈

王
往
伐
邛
方　
　
『
續
』1-36-5　
﹇
王
往
き
て
邛
方
を
伐
た
ん
﹈

往
逐
豕
、
隻　
　
『
甲
』3339　
﹇
往
き
て
豕
を
逐
い
、
隻え

た
り
﹈

畢（
35
）往
田
、
不
來
歸　
『
甲
』3479　
﹇
畢ひ
つ

に
往
き
田か
り

す
る
に
、
來
り
歸
ら
ざ
ら
ん
か
﹈

王
往
出　
『
乙
』7774　
﹇
王
往
き
出
づ
﹈

卜
辭
の
動
詞
と
そ
の
賓
語
は
、
短
い
文
で
も
よ
く
、
ま
た
賓
語
は
一
つ
と
は
限
ら

な
い
。
そ
の
例
：﹇
例
文
中
の
〔
〕
は
句
・
フ
レ
ー
ズ
の
表
示
。
以
下
同
﹈

乎
〔
多
臣
伐
邛
方
〕　
『
前
』4-31-3　
﹇
多
臣
を
乎よ

び
て
邛
方
を
伐
た
し
む
﹈

　

V

―O

（S

―V

―O

）（
36
）

乎
〔
伐
邛
方
〕　　
　
『
粹
』1087　
﹇
乎
び
て
邛
方
を
伐
た
し
む
﹈

　

V

―O

（V

―O

）

〔
日
又（
37
）〕
其
告
于
父
丁　
『
粹
』55　
﹇
日
にし

ょ
く

又あ

る
を
其
れ
父
丁
に
告
げ
ん
﹈

　

O
1

（S

―V

―O

）
―V

―P

―O
2

于
大
甲
告
〔
邛
方
出
〕　　
『
上
』29-4　
﹇
大
甲
に
邛
方
の
出
づ
る
を
告
ぐ
﹈

　

P

―O
2

―V

―O
1

（S

―V

）

告
〔
水
入
〕
于
上
甲　
『
粹
』148　
﹇
水
の
入
る
を
上
甲
に
告
ぐ
﹈

　

V

―O
1

（S

―V

）
―P

―O
2

告
〔
邛
方
（
出
）〕
于
大
甲　
『
續
』1-4-6　
﹇
邛
方
（
の
出
る
）
を
大
甲
に
告
ぐ
﹈

　

V

―O
1

（S

―
（V

））
―P

―O
2

侯
告
〔
伐
尸
方
〕　
『
粹
』1187　
﹇
侯 

尸
方
を
伐
つ
を
告
ぐ
﹈

　

S

―V

―O

（V

―O

）

以
上
の
例
は
、〔 

〕
の
中
が
短
文
﹇
句
・
フ
レ
ー
ズ
﹈
を
表
し
て
い
る
。「
告
」
と
い

う
動
詞
か
ら
そ
れ
が
二
個
の
賓
語
を
持
つ
こ
と
が
分
る
、
つ
ま
り
告
げ
た
内
容
と

告
げ
た
對
象
、
ま
た
告
げ
た
事
柄
と
告
げ
ら
れ
た
人
で
あ
る
。
告
げ
た
内
容
と
か

事
柄
は
、直
接
賓
語
で
あ
っ
てO

1

で
表
し
、告
げ
た
對
象
と
か
告
げ
ら
れ
た
人
は
、

間
接
賓
語
で
あ
っ
てO

2

で
表
す
。

賓
語
は
通
常
す
べ
て
動
詞
の
後
ろ
に
置
か
れ
る
が
、
動
詞
の
前
に
置
か
れ
る
も

の
も
あ
り
、
上
例
中
にO

1

やO
2

が
ま
ず
動
詞
の
前
に
置
か
れ
て
い
る
の
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

事
や
物
は
つ
ね
に
直
接
賓
語
で
あ
り
、人
と
鬼
神
は
常
に
間
接
賓
語
で
あ
っ
て
、

後
者
は
常
に
介
詞
「
于
」
を
そ
の
前
に
加
え
る
。

卜
辭
中
の
動
詞
は
數
の
上
で
名
詞
よ
り
は
る
か
に
少
な
く
、
し
か
も
こ
の
限
ら

れ
た
動
詞
の
中
で
、
祭
祀
に
關
す
る
も
の
が
大
き
な
部
分
を
占
め
る
。
今
そ
の
三

類
を
擧
げ
る
。

甲
、
賓
類（
38
）。
例
え
ば
「
王
賓
〜
〜
（
祖
先
廟
名
）」。
郭
沫
若
は
、
羅
振
玉
と

王
國
維
が
「
王
賓
」
を
名
詞
と
し
て
い
た
誤
り
を
正
し
て
、「
賓
」
が
動
詞
で
あ

る
（『
卜
通
』39

、『
粹
』424

）
と
し
、
ま
た
『
卜
通
』161

と
『
下
』71

の
「
王

其
賓
」
を
例
と
し
て
擧
げ
て
い
る
の
は
、
正
し
い
。
卜
辞
で
先
祖
を
賓
祭
す
る
の

は
必
ず
、「
王
―
賓
―
廟
名
―
祭
名
」
と
い
う
形
式
で
あ
り
、
た
だ
『
佚
』872



甲
骨
文
法

一
一
〇

の
「
王
賓
日
」「
弗
賓
日
」
が
例
外
で
あ
る
。「
王
賓
」
類
に
属
す
る
卜
辞
は
、
賓

語
の
順
で
はO

2

（
廟
名
）
がO

1

（
祭
名
）
に
先
ん
じ
、
し
か
もO

2

の
前
の
介
詞

「
于
」
が
省
か
れ
て
い
る
。
そ
の
例
：

王
賓
小
乙
羽
日　
『
林
』1-13-5　
﹇
王 

小
乙
に
羽よ

く
じ
つ日

を
賓
す
﹈

　

S

―V
―O

2
―O

1

（
39
）

王
賓
后
且
乙
歳
　
『
林
』1-12-15　
﹇
王 

后
且
乙
に

を
歳
す
る
を
賓
す
﹈

　

S

―V

―O
2

―O
1

（V
―O

）

乙
、
祭
類
。
例
え
ば
、「
羽
日
」「
彡
日
」「
劦
日
」
等
々
の
祭
名
も
ま
た
祭
祀

を
表
す
動
詞
で
あ
る
。
例
：

羽
日
于
父
丁　
　
『
林
』1-13-5　
﹇
父
丁
に
羽
日
す
﹈

　

V

―P

―O
2

羽
大
丁　
　
『
燕
』20　
﹇
大
丁
に
羽よ
く

す
﹈

　

V

―O
2

こ
れ
ら
に
はO

1

が
な
い
、つ
ま
り
用
い
る
牲
い
け
に
えが
な
い
。
賓
語
の
前
の
介
詞
は
有
っ

て
も
よ
い
し
省
い
て
も
よ
い
。

丙
、
牲
を
用
い
る
類
。
例
え
ば
「
尞
」
は
祭
名
で
あ
っ
て
牲
を
用
い
る
方
法
を

兼
ね
て
お
り
、「
尞
〜
牛
」
は
尞
祭
の
中
で
牛
何
頭
か
を
燔や

く
こ
と
で
あ
り
、
こ

れ
と
「
卯
〜
牛
」
の
「
卯さ

く
」
と
は
異
な
る
。
な
ぜ
な
ら
「
卯
」
は
た
だ
牲
を
用

い
る
方
法
を
表
す
だ
け
の
動
詞
だ
か
ら
で
あ
る
。
牲
を
用
い
る
祭
り
の
動
詞
は
、

し
ば
し
ば
そ
の
牲
を
直
接
賓
語
と
し
て
い
る
。
そ
の
例
：

誉
于
王
亥
九
牛　
『
金
』624　
﹇
王
亥
に
九
牛
を
誉さ

さ

げ
ん
か
﹈

　

V

―P

―O
2

―O
1

㞢
于
且
丁
尞
一
羊　
『
續
』1-21-6　
﹇
且
丁
に
し
て
一
羊
を
尞
す
る
を
㞢い

う

せ
ん
か
﹈

　

V

―P

―O
2

―O
1

（V

―O

）（
40
）

又
中
丁
二
牢　
『
粹
』221　
﹇
中
丁
に
二
牢
を
又ゆ
う

せ
ん
か
﹈

　

V

―O
2

―O
1

其
又
小
丁
𤰔
羊　
『
粹
』287　
﹇
其
れ
小
丁
に
𤰔
れ
羊
を
又
せ
ん
か
﹈

　

V

―O
2

―P

―O
1

王
用
四

大
乙　
『
粹
』150　
﹇
王 

四

を
大
乙
に
用
い
ん
か
﹈

　

S

―V

―O
1

―O
2

壱
（
41
）三
豕
且
乙　
『
續
』1-13-3　
﹇
三
豕
を
且
乙
に
壱
せ
ん
か
﹈

　

V

―O
1

―O
2

壱
六
豕
于
且
乙　
『
續
』1-13-3　
﹇
六
豕
を
且
乙
に
壱
せ
ん
か
﹈

　

V

―O1

―P

―O
2

上
述
の
例
は
ま
た
一
つ
の
變
例
を
示
し
て
い
る
。（1

）
直
接
賓
語
の
前
に
介
詞
が

あ
っ
て
も
よ
い
。（2

）O
1

はO
2

の
前
で
も
よ
い
。

以
上
の
三
類
の
祭
祀
に
關
す
る
動
詞
の
例
は
、
み
な
や
は
り
「V

―O

」
の
形

式
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
賓
語
の
前
置
、
つ
ま
り
「O

―V

」
の
形
式
も
卜
辞
中
に
や
は
り
常
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
以
下
に
さ
ら

に
祭
祀
に
關
す
る
例
を
擧
げ
る
。

三
且
丁

且
丁
壱　

『
佚
』260　
﹇
三
且
丁

お
よ

び
且
丁
に
壱
せ
ん
か
﹈

　
O
2

―V　

河
尞
三
牛　
『
粹
』39　
﹇
河
に
三
牛
を
尞
せ
ん
か
﹈

　

O
2

―V

―O
1

父
己
父
戊
歳
王
賓　
『
粹
』311　
﹇
父
己
父
戊
に
歳
を
王
は
賓
せ
ん
﹈

　

O
2

―O
1

―S
―V
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尞
于
土
　
『
續
』115　
﹇
土
に

を
尞
せ
ん
か
﹈ 

　
V

―P

―O
2

―O
1

于（
42
）尞
牛
六　
『
古
史
新
證（
43
）』　

﹇

に
牛
六
を
尞
せ
ん
か
﹈

　

P
―O

2
―V

―O
1

且
丁
歳
𤰔
羊　
『
前
』1-23-2　
﹇
且
丁
に
𤰔こ

れ
羊
を
歳
せ
ん
か
﹈

　

O
2

―V

―P
―O

1

三
百
羌
用
于
丁　
『
續
』2-16-3　
﹇
三
百
羌
を
丁
に
用
い
ん
か
﹈

　

O
1

―V

―P

―O
2

用
三
百
羌
于
丁　
『
燕
』245　
﹇
三
百
羌
を
丁
に
用
い
ん
か
﹈

　

V

―O
1

―P

―O
2

𤰔
九
牢
壱
大
甲　
『
前
』1-5-5　
﹇
𤰔こ

れ
九
牢
を
大
甲
に
壱
せ
ん
か
﹈

　

P

―O
1

―V

―O
2

九（
44
）于
且
辛　
『
林
』1-12-17　
﹇
九

を
且
辛
に
﹈

　

O
1

―P

―O
2

㞢
于
且
辛
八
　
『
林
』1-12-17　
﹇
且
辛
に
八

を
㞢
せ
ん
か
﹈

　

V

―P

―O
2

―O
1

以
上
の
例
か
ら
、
間
接
賓
語
と
直
接
賓
語
と
を
問
わ
ず
、
ま
た
介
詞
が
附
い
て
い

よ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
み
な
動
詞
の
前
に
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
分
る
。
し
か
も

同
じ
事
柄
を
卜
し
な
が
ら
、
前
置
し
て
も
し
な
く
て
も
よ
い
の
で
、
前
置
す
る
か

否
か
は
、
重
點
を
置
い
て
い
る
の
が
何
な
の
か
に
關
わ
る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
間

接
賓
語
に
問
う
の
が
重
點
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
動
詞
の
前
に
移
さ
れ
る
。

楊
樹
達
「
甲
文
中
之
先
置
賓
辭
」（『
積
微
居
甲
文
說
』pp.61-62

）
は
、
四
種

の
形
式
の
前
置
さ
れ
た
賓
語
を
擧
げ
て
お
り
、
こ
こ
に
そ
の
文
に
引
か
れ
た
例
を

示
す
。

甲
、
帝
不
我

 

『
鐵
』35-3 

﹇
帝
は
我
を

翔く
る
しめ
ざ
ら
ん
か
﹈

乙
、
畫
鹿
禽 

『
粹
』953 

﹇
畫
に
て
鹿
を
禽と
ら

え
ん
か
﹈

丙
、
𤰔
多
子
族
令
從
冬
蜀
叶
王
事　
　

  『
下
』38-1

﹇
𤰔
れ
多
子
族
に
令
し
て
冬
蜀
に

從
わ
し
め
王
事
に
叶
え
し
む
﹈

　

△
令
多
子
族
從
犬
侯

冬
蜀
叶
王
事  

『
前
』5-7-7+

6-5-17　
﹇
多
子
族
に
令
し
て

犬
侯

お
よ

び
冬
蜀
に
從
わ
し
め
王
事
に
叶
え
し
む
﹈

　
　

勿
隹
洗（
45
）從 

『
庫
』1023 

﹇
隹
れ
洗

に
從
う
勿
ら
ん
か
﹈

　

△
王
勿
從
洗

 

『
庫
』1027　

 

﹇
王 

洗

に
從
う
勿
ら
ん
か
﹈

　
　

王
𤰔
洗

從
伐
土
方 

『
續
』6-16-7 

﹇
王
𤰔
れ
洗

に
從
い
土
方
を
伐
た
ん
か
﹈

　

△
王
從
洗

伐
土
方 

『
上
』17-6　

 

﹇
王 

洗

に
從
い
土
方
を
伐
た
ん
か
﹈

丁
、
𤰔
畫
田 

『
戩
』11-6　

 

﹇
𤰔
れ
畫
に
田か
り

せ
ん
か
﹈

　

△
王
其
田
于
畫
、
禽
大
豚
『
甲
』3639　

 ﹇
王
其
れ
畫
に
田か

り

し
、
大
豚
を
禽と

ら

え
ん
か
﹈

上
例
の
前
に
△
を
附
け
た
も
の
は
、
賓
語
が
前
置
さ
れ
て
い
な
い
。
丙
項
は
他
動

詞
の
後
の
直
接
賓
語
の
前
置
で
あ
り
、
丁
項
は
自
動
詞
の
後
の
間
接
賓
語
の
前
置

で
あ
る
。
卜
辞
に
し
ば
し
ば
「
𤰔
」「
隹
」
が
賓
語
の
前
に
置
か
れ
る
が
、
そ
の

意
味
は
「
惟
」
と
同
じ
で
あ
る
と
、
楊
樹
達
氏
は
み
な
し
て
い
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
賓
語
の
前
置
に
は
必
ず
し
も
介
詞
「
𤰔
」「
隹
」
は
要

ら
な
い
と
考
え
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
介
詞
が
あ
っ
て
も
動
詞
よ
り
前
に
置
か
な
く

て
も
よ
く
、こ
の
二
つ
の
介
詞
は
ま
た
決
し
て
楊
氏
と
唐
蘭（『
天
壌
閣
甲
骨
文
存
』

30

）
の
い
う
よ
う
に
と
も
に
「
惟
」
に
通
じ
る
と
い
う
譯
で
は
な
い
。
卜
辞
中
こ

の
二
つ
に
は
區
別
が
あ
る
。「
𤰔
」
は
肯
定
で
あ
り
、
そ
の
否
定
が
「
勿
隹
」
で

あ
る
。
そ
の
例
：



甲
骨
文
法

一
一
二

𤰔
沚

從　

―　

勿
隹
沚

從　
　
　

  『
珠
』182　
﹇
𤰔
れ
沚

に
從
わ
ん
か
―
隹

れ
沚

に
從
う
勿
ら
ん
か
﹈

𤰔
王
往
伐
邛　

―　

勿
隹
王
往
伐
邛　

  『
前
』4-31-3　
﹇
𤰔
れ
王 

往
き
て
邛
を
伐

た
ん
か
―
隹
れ
王
往
き
た
邛
を
伐
つ
勿
ら
ん

か
﹈

勿
隹
土
方
正　
『
粹
』1106　
﹇
隹
れ
土
方
を
正
す
る
勿
ら
ん
か
﹈

王
𤰔
北
羌
伐　
『
前
』4-37-1

、『
善
』5246　
﹇
王
𤰔
れ
北
羌
を
伐
た
ん
か
﹈

沚

册
、
王
從
伐
土
方　
　

  『
續
』3-10-2　
﹇
沚

 

册
を
あ

げ
、
王
从し
た
がい
て
土
方

を
伐
つ
﹈

第
一
・
二
例
は
同
じ
事
柄
を
卜
し
た
正
（
肯
定
）
と
反
（
否
定
）
で
あ
り
、
肯
定

に
は
「
𤰔
」
を
用
い
、否
定
に
は
「
隹
」
を
用
い
て
い
る
。
第
一
例
は
賓
語
の
前
置
、

第
二
例
は
賓
語
を
前
置
し
て
い
な
い
。
第
三
・
四
例
は
否
定
に
「
勿
隹
」
を
用
い
、

肯
定
に
は
「「
定
」
を
用
い
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
前
置
賓
語
で
あ
る
。
第
五
例
は

ま
た
別
の
形
式
の
前
置
で
あ
る
、
つ
ま
り
從
節
中
の
主
語
が
、
主
節
に
お
い
て
は

省
略
さ
れ
た
賓
語
の
前
置
賓
語
と
な
っ
て
い
る
。

甲
項
に
つ
い
て
、
楊
樹
達
氏
は
「
文
中
に
否
定
副
詞
が
あ
り
賓
語
が
前
置
さ
れ

る
」
も
の
と
い
い
、『
詩
經
』
召
南
・
江
有
汜
の
「
不
我
過
」﹇
我
に
過よ

ぎ

ら
ず
﹈
と
同

じ
と
い
う
。
し
か
し
、
否
定
副
詞
を
持
つ
も
の
す
べ
て
が
賓
語
を
前
置
で
き
る
譯

で
は
な
く
、
こ
れ
ら
文
中
の
賓
語
の
前
置
に
は
他
の
條
件
が
あ
る
。
言
い
換
え
る

と
、
二
つ
の
條
件
下
で
賓
語
が
前
置
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
、
否
定
副

詞
「
不
」
が
有
る
文
中
に
お
い
て
の
み
、
二
、
人
稱
代
詞
「
我
」
が
有
る
文
中
に

お
い
て
の
み
。
そ
の
例
：

（
1
）
且
辛
（
46
）我　

―　

且
辛
不
我

 
  『

前
』1-11-5　
﹇
且
辛
我
に
た
た

ら
ん
か
―

且
辛
我
に

ら
ざ
ら
ん
か
﹈

　
　　

父
甲
不
我

 
  『

林
』1-2-8

﹇
父
甲
且
辛
我
に

ら
ざ
ら
ん
か
﹈

　
　　

大
甲
其

我 

『
河
』272　
﹇
大
甲
其
れ

ら
ん
か
﹈

（
2
）
帝
其

我 

『
庫
』1811　
﹇
帝
其
れ
我
を

く
る

し
め
ん
か
﹈

　
　　

帝
不
我

 

『
燕
』785　
﹇
帝
我
を

し
め
ん
か
﹈

（
3
）  

下
上
若
、
受
我
又　

―　

下
上
弗
若
、
不
我
其
受
又
『
庫
』1544+

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
1592

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  ﹇
下
上
若だ
く

し
、
我
に
又た
す
け（
祐
）
を
受さ
ず

け
ん
か－

下
上
若だ
く

せ

ざ
ら
ん
か
、
我
に
其
れ
又
を
受
け
ざ
ら
ん
か
﹈

　
　　

上
子
受
我
又　

―　

上
子
不
我
其
受
又　

  『
上
』8-6　
﹇
上
子 

我
に
又
を
受
け

ん
か
―
上
子 

我
に
其
れ
又
を
受
け
ん

か
﹈

　
　　

伐
邛
方
、帝
受
我
又　
『
林
』1-11-13

﹇
邛
方
を
伐
つ
に
、帝
我
に
又
を
受
け
ん
か
﹈

　
　　

勿
伐
邛
、
帝
不
我
其
受
又　

  『
前
』6-58-4

﹇
邛
を
伐
つ
勿
れ
、
帝
我
に
其
れ
又

を
受
け
ざ
ら
ん
か
﹈

以
上
の
三
項
は
、
肯
定
の
賓
語
は
前
置
せ
ず
、
否
定
は
「
不
」「
我
」
の
條
件
を

備
え
て
賓
語
が
前
置
さ
れ
る
。
今D

で
否
定
詞
を
表
す
と
す
れ
ば
、
前
置
賓
語

に
二
式
が
あ
る
。

S

―D

―O
2

―V　
　
『
林
』1-2-8

S

―D

―O
2

―V

―O
1　

　
『
上
』8-6

さ
ら
に
こ
の
二
種
の
実
例
を
擧
げ
る
。

（
1
）
我
受
年　
　
　
　
　
　
　
『
粹
』871　
　
　
﹇
我
れ
に
年み

の
りを

受さ
ず

け
ん
﹈

　
　　

我
不
其
受
年　
　
　
　
　
『
粹
』867　
　
　
﹇
我
に
其
れ
年
を
受
け
ざ
ら
ん
か
﹈
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我
不
受
年　
　
　
　
　
　
『
粹
』865　
　
　
﹇
我
に
年
を
受
け
ざ
ら
ん
か
﹈

（
2
）
我
𤰔
賓
爲　

―　

我
勿
爲
賓﹇
我
れ
𤰔
れ
賓
を
爲
さ
ん
か
―
我
れ
賓
を
爲
す
勿
ら
ん
か
﹈

　
　　

我
爲
賓　

―　

勿
爲
賓　

  『
明
續
』145　
﹇
我
れ
賓
を
爲
さ
ん
か
―
賓
を
爲
す
勿

れ
﹈

（
1
）
の
否
定
は
「
不
」「
我
」
を
備
え
て
い
る
が
、
そ
の
賓
語
を
前
置
し
て
お
ら

ず
、（
2
）
の
肯
定
の
「
𤰔
賓
」
は
前
置
賓
語
で
あ
り
、そ
の
否
定
の
否
定
詞
は
「
勿
」

で
あ
る
が
、
賓
語
を
前
置
し
て
は
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
前
置
賓
語
は
西
周
に
な
っ
て
變
化
し
た
。
西
周
初
期
の
金
文
「
令

鮎
」
の
「
隹
丁
公
報
」﹇
隹
れ
丁
公
に
報
い
ん
﹈、『
尚
書
』
酒
誥
の
「
惟
土
物
愛
」﹇
惟

れ
土
物
を
愛
さ
ん
﹈・
無
逸
の
「
惟
耽
樂
之
從
」﹇
惟
れ
耽
樂
に
之
れ
從
わ
ん
﹈、
こ
れ
ら
は

み
な
前
置
賓
語
で
あ
る
。
卜
辞
の
前
置
賓
語
で
肯
定
に
は
介
詞
「
𤰔
」
を
用
い
、

西
周
で
は
「
惟
」
を
用
い
る
。
そ
し
て
「
無
逸
」
で
前
置
賓
語
と
動
詞
と
の
間
に

「
之
」
字
を
加
え
て
い
る
の
は
、
と
り
わ
け
晩
く
な
っ
て
出
現
し
た
。

動
詞
を
主
語
と
動
詞
と
の
關
係
で
い
え
ば
、
主
語
が
そ
の
動
詞
の
能
動
者
で
あ

る
な
ら
ば
「
能
動
詞
」
で
あ
り
、
受
動
者
で
あ
る
な
ら
ば
「
受
動
詞（
47
）」
で
あ
る
。

動
詞
と
賓
語
と
の
關
係
で
い
え
ば
、
動
詞
に
直
接
の
目
的
物
が
あ
れ
ば
他
動
詞
で

あ
り
、
そ
う
で
な
い
な
ら
自
動
詞（
48
）で
あ
る
。
前
述
し
た
前
置
賓
語
で
「O

2
―V
」

式
に
属
す
る
も
の
は
、
賓
語
が
動
詞
の
前
に
置
か
れ
、
ま
た
主
語
が
な
い
な
ら
こ

のO
2

に
は
介
詞
が
有
っ
て
も
無
く
て
も
よ
い
。
そ
の
介
詞
が
無
い
時
に
は
、
こ

の
前
置
さ
れ
たO

2

は
ま
た
主
語
と
認
め
て
も
よ
く
、
そ
の
動
詞
は
受
動
詞
と
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
に
属
す
るO

2

は
み
な
死
ん
だ
人
物
で
あ
り
、
そ

れ
が
自
ら
動
け
な
い
の
は
顕
か
で
あ
る
の
で
、
介
詞
を
加
え
な
く
と
も
誤
っ
て
主

語
と
す
る
こ
と
は
な
い
。
卜
辞
に
は
後
世
の
「
衞
太
子
爲
江
充
所
敗
」﹇
衞
太
子 

江

充
の
敗
る
所
と
爲
る
﹈
と
い
う
よ
う
な
受
動
を
表
す
文
は
な
く
、
ま
た
後
世
の
よ
う
に

施
受
の
關
係
に
よ
っ
て
「
授
」「
受
」
と
を
區
別
し
て
二
字
と
す
る
（
卜
辞
で
は

一
律
に
「
受
」）
こ
と
も
な
く
、ま
た
介
詞
を
利
用
し
て
受
動
を
表
す
こ
と
も
な
い
。

能
動
と
受
動
の
不
區
分
は
、西
周
金
文
で
も
同
様
で
、例
え
ば
、「
令
」
が
「
賜
う
」

で
あ
り
「
賜
わ
る
」
で
も
あ
る
。

卜
辞
の
「
雨
」
が
動
詞
と
な
る
時
、
對
象
の
目
的
物
が
な
い
の
で
自
動
詞
で
あ

る
。
し
か
し
『
詩
』
大
田
の
、「
雨
我
公
田
」﹇
我
が
公
田
に
雨
ふ
ら
す
﹈
に
は
、
目
的

格
が
あ
り
、
意
味
上
は
「
自
動
」
で
あ
っ
て
も
文
法
上
は
「
他
動
」
で
あ
る
。
卜

辞
の
「
下
上
若
」﹇
下
上
諾
す
﹈
は
、
見
た
と
こ
ろ
「
若
」
が
自
動
詞
の
よ
う
で
あ

る
が
、
こ
れ
も
目
的
格
を
持
ち
う
る
の
で
あ
っ
て
、「
助
動
詞
」
の
項
目
で
詳
し

く
述
べ
る
。
ま
た
卜
辞
の
「
吉
」
字
は
文
法
上
も
意
味
上
も
、
も
と
も
と
全
く
動

作
が
な
い
が
、こ
れ
も
ま
た
他
動
詞
と
し
て
、例
え
ば
『
佚
』894

の
「
王
吉
茲
卜
」

﹇
王
茲
の
卜
を
吉
と
す
﹈
の
よ
う
に
、
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。

卜
辞
の
「
曰
」
字
に
は
二
種
の
用
法
が
あ
る
。
一
つ
は
一
般
動
詞
で
あ
る
。
そ

の
例
：王

其
㞢
曰
多
尹
、
若　
　
『
乙
』867　
﹇
王
其
れ
多
尹
に
曰い

う
㞢あ

る
に
、
若だ

く

せ
ん
か
﹈

勿
曰
之　
　
　
　
　
　
　
『
佚
』524　
﹇
之
に
曰
う
勿
れ
﹈

「
曰
」
の
義
は
、「
〜
に
い
う
」
で
あ
り
、「
王
曰
」「
王
占
曰
」
の
「
曰
」
は
、「
〜

と
い
う
」
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
二
つ
の
名
詞
の
間
に
挟
ま
り
同
等
の
關
係
を
表

す
。
そ
の
例
：

月
一
正
曰
食
麥　
　
　
　
　
『
下
』1-5　
﹇
月
一
正
を
食
麥
と
曰
う
﹈

兒
先
且
曰
吹
…
雀
子
曰
壹
、  

壹
弟
曰
弖
…　
　
『
庫
』1506

、（『
燕
』209

參
照
）　
﹇
兒
の
先
且
を
吹
と
曰
う
…
雀
の
子
を
壹
と
曰
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い
、
壹
の
弟
を
弖
と
曰
う
﹈

帚
妥
子
曰
　
　
　
　
　
　
『
乙
』4856　
﹇
帚ふ

だ妥
の
子
を

と
曰
う
﹈

帚
妥
子
亾
若　

―　

帚
妥
子
曰
羅
若　

  『
粹
』1240　
﹇
帚
妥
の
子
若だ
く

せ
る
亾な

き
か

―
帚
妥
の
子
の
羅
と
曰
う
は
、
若
せ
ん
か
﹈

貞
帝
于
東
方
曰
析
、
風
曰
劦　

  『
合
』261

﹇
貞
う
、
東
方
を
析
と
曰
い
、
風
を
劦
と

曰
う
に
帝て

い

せ
ん
か
﹈

（
卯
于
東
方
析
三
牛
三
羊

三
）　  『
金
』427

﹇
東
方
析
に
三
牛
・
三
羊
・

三
を
卯さ

か
ん
か
﹈

こ
れ
は
ま
た
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。（
甲
）
現
代
語
の
動
詞
「
叫
」﹇（
〜
を
）
〜
と
い
う
・

〜
と
よ
ぶ
﹈。
正
月
を
「
食
麥
」
と
い
い
、「
雀
」
の
子
を
「
壹
」
と
い
い
、「
帚
妥
」

の
子
を
「

」
と
い
い
、
繋
詞
の
「
是
」﹇
〜
で
あ
る
﹈
に
近
い
。（
乙
）
繋
詞
か
ら

發
展
し
て
連
詞
﹇
＝
接
続
詞
﹈
に
近
く
な
り
、
同
格
の
關
係
を
表
す
も
の
で
、
例
え

ば
「
帚
妥
子
曰
羅
」
は
「
若
」
の
主
語
で
あ
り
、「
東
方
曰
析
」「
風
曰
劦
」
は
「
帝
」

の
間
接
賓
語
で
あ
り
、「
帚
妥
の
子
」
は
つ
ま
り
「
羅
」、「
東
方
」
す
な
わ
ち
「
析
」

で
あ
る
。「
東
方
曰
析
」
は
『
金
』427

で
は
「
東
方
析
」
と
な
っ
て
お
り
、
動

詞
「
卯
」
の
間
接
賓
語
と
な
っ
て
い
て
、
直
接
賓
語
は
牛
羊
な
ど
で
あ
る
。

以
上
の
「
曰
」
字
の
用
法
は
、
西
周
金
文
と
同
じ
で
あ
る
。

他
に
ま
た
動
詞
と
名
詞
が
同
字
で
あ
る
例
が
あ
る
。
例
え
ば
武
丁
卜
辞
に
：

余
弗
其
子4

帚
姪
子 

『
前
』1-25-3

﹇
余
は
其
れ
帚
姪
の
子
を
子
と
せ
ざ
ら
ん
か
﹈

勿
䬹
帚

子
子4 

『
前
』4-1-6

﹇
帚

の
子
に
䬹
し
て
子
と
す
る
勿な

か

ら
ん
か
﹈

帚
鼠
冥（
49
）、
余
子 

『
前
』8-12-3

﹇
帚
鼠
冥う

む
、
余 

子
と
せ
ん
か
﹈

帚
鼠
冥
、
余
弗
其
子 

『

初
』40-5

﹇
帚
鼠
冥う

む
、
余
其
れ
子
と
せ
ざ
ら
ん
か
﹈

前
の
二
例
は
傍
點
を
附
け
た
「
子
」
が
動
詞
で
あ
る
。

五　

狀
詞（
50
）

あ
る
文
法
家
は
漢
語
の
文
を
二
組
に
分
け
る
。そ
の
一
類
は
名
詞
文
で
あ
っ
て
、

事
物
と
事
物
と
の
關
係
を
說
明
し
、
例
え
ば
、「
滕
、
小
國
也
」﹇
滕
は
小
國
な
り
﹈

で
あ
る
。
も
う
一
類
は
動
詞
文
で
あ
っ
て
、事
物
の
動
作
を
說
明
し
、例
え
ば
、「
魚

躍
」﹇
魚
躍
る
﹈
で
あ
る
。
名
詞
文
の
中
か
ら
、
事
物
の
性
質
狀
態
を
說
明
す
る
形

容
詞
文
、
例
え
ば
、「
柳
緑
」﹇
柳
は
緑
な
り
﹈
を
、
さ
ら
に
區
別
す
る
。
卜
辭
に
最

も
多
い
の
は
動
詞
文
で
あ
り
、
名
詞
文
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
形
容
詞
文
も

極
め
て
少
な
く
、
例
え
ば
、「
允
雨
小
」﹇
允
に
雨
ふ
る
こ
と
小
さ
し
﹈
は
形
容
詞
文
の

よ
う
で
は
あ
る
が
、「
雨
」
は
文
中
で
や
は
り
動
詞
の
性
質
を
帯
び
て
い
る
。
卜

辭
の
命
辭
は
命
辭
の
性
質
ゆ
え
に
、
同
じ
事
柄
を
卜
す
る
時
に
は
、
一
つ
は
完
全

な
文
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
他
は
そ
れ
ぞ
れ
省
略
文
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
省
略
文
は

常
に
名
詞
で
あ
る
が
、
た
だ
動
詞
を
省
略
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
命
辭
が
問
う

て
い
る
の
は
常
に
具
體
的
な
も
の
で
あ
り
、例
え
ば
「
大
雨
有
る
か
？
」
を
問
い
、

「
雨
大
な
る
か
」
を
問
う
譯
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
卜
辭
に
名
詞
文
と
形

容
詞
文
が
な
い
の
は
、
卜
辭
自
體
の
性
質
と
形
式
に
制
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

り
、
決
し
て
當
時
の
口
語
に
こ
の
二
種
の
文
が
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
に
足

る
も
の
で
は
な
い
。

こ
こ
で
述
べ
る
狀
詞
と
は
、
名
詞
の
前
に
直
接
に
附
き
そ
の
名
詞
の
狀
態
を
形

容
す
る
も
の
を
指
す
。
そ
の
例
：

大　
　

牛
・
子
・
宗
・
示
・
邑
・
室
・
雨　
　
　
　
　

牢

小　
　

牛
・
子
・
宗
・
示　
　
　

室
・
雨
・
王
・
臣
・

多　
　

臣
・
公
・
白
・
尹
・
君
・
子
・
父
・
母
・
方
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漢
字
學
硏
究　

第
七
號

少　
　

臣

白　
　

牛
・
牝
・
牡
・
豕
・
馬
・
豚

黄
・
黒
・
幽
（『
粹
』549

・550

、『
乙
』7122

）・

・（
51
）（『
粹
』551

）
牛

赤　
　

馬

新　
　

鬯
・
宗
・
說
・
帚
・
醴
・
蛾

舊　
　
　
　

宗　
　
　
　
　

醴　
　
　

臣

終　
　

日
雨
（『
庫
』664
）・
夕
雨
（『
福
』32

）

狀
詞
は
す
べ
て
名
詞
の
前
に
近
接
し
、
も
し
數
詞
が
あ
れ
ば
、「
三
大
牢
」
の

よ
う
に
、
必
ず
狀
詞
の
前
に
置
く
。
し
か
し
『
甲
』903

「
大
三
牢
」
の
よ
う
に
、

極
め
て
少
數
の
例
外
が
あ
る
。
一
つ
の
名
詞
の
前
の
附
加
語
は
一
字
と
は
限
ら
な

い
。
そ
の
例
。

我 

家 

舊 

老 

臣 

亾 
 

我　
『
前
』4-15-4

﹇
我
家
の
舊
老
臣 

我
に
た
た

る
亾な

し
﹈

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－

代 

名 

狀 

狀 

名 

否 

動 

代
（
賓
語
）

「
舊
」
と
「
老
」
は
名
詞
「
臣
」
を
形
容
し
て
い
る
。
こ
の
文
中
で
、「
我
家
」
は

第
一
名
詞
句
で
あ
り
、「
舊
老
臣
」
は
第
二
名
詞
句
で
あ
る
。
第
一
名
詞
句
は
第

二
名
詞
句
を
形
容
し
て
お
り
、
こ
の
二
つ
の
名
詞
句
は
文
全
體
の
主
語
を
構
成
し

て
い
て
、
大
名
詞
句
な
の
で
あ
る
。
第
一
名
詞
句
は
第
二
名
詞
句
を
限
定
し
て
い

て
、そ
れ
は
修
飾
格
で
あ
る
。
こ
の
大
名
詞
は
合
わ
せ
て
五
つ
の
字
で
成
り
立
ち
、

「
臣
」
が
最
も
基
本
で
、
そ
の
前
の
四
つ
の
字
は
み
な
そ
れ
を
形
容
し
限
定
す
る

も
の
で
あ
る
。

上
例
か
ら
推
し
て
、（
1
）
單
字
の
語
が
も
し
文
中
の
基
本
的
名
詞
（
往
々
に

し
て
句
の
最
後
の
一
字
）
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
字
よ
り
前
の
單
字
や
句
は
、
そ
れ

を
形
容
し
限
定
す
る
も
の
で
あ
り
、例
え
ば
「
黍
年
」
の
「
黍
」
と
か
「
帚
姪
子
」

の
「
帚
姪
」
は
、
名
詞
の
「
年
」
や
「
子
」
を
形
容
あ
る
い
は
限
定
す
る
も
の
で

あ
る
。（
2
）
よ
く
見
ら
れ
る
句
が
文
中
で
名
詞
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
前
の
單

字
あ
る
い
は
句
は
、そ
れ
を
形
容
あ
る
い
は
限
定
す
る
も
の
で
あ
り
、例
え
ば
「
小

臣
」
は
よ
く
見
ら
れ
る
名
詞
で
あ
り
、「
馬
小
臣
」「
多
方
小
臣
」（『
粹
』1152

、

1162

）
の
「
馬
」「
多
方
」
は
、「
小
臣
」
を
形
容
す
る
か
あ
る
い
は
限
定
す
る
も

の
で
あ
る
。

形
容
あ
る
い
は
限
定
す
る
も
の
と
し
て
の
附
加
語
は
必
ず
形
容
し
限
定
す
る
名

詞
の
前
に
置
か
れ
、
こ
の
語
序
は
顛
倒
す
る
こ
と
が
な
い
。
限
定
者
と
被
限
定
者

（
つ
ま
り
形
容
語
と
名
詞
）
は
必
ず
修
飾
と
被
修
飾
の
關
係
で
あ
り
、
同
格
で
は

な
い
。
卜
辭
に
同
格
の
名
詞
が
あ
る
が
、
そ
の
語
序
は
顛
倒
し
て
か
ま
わ
な
い
。

そ
の
例大

乙
奭
・
妣
丙　
『
上
』1-12 

妣
丙
・
大
乙
奭　
『
甲
』1642

攸
侯
喜
鄙
・
永　
『
明
續
』786 

義
・
伊
侯

鄙　
『
綴
二
』132

大
乙
の
配
偶
者
（
つ
ま
り
奭せ
き

）
が
妣
丙
で
あ
り
、
妣
丙
が
大
乙
の
配
偶
者
な
の
で

前
後
入
れ
替
え
ら
れ
る
。
攸
侯
の
鄙
邑
が
永
で
あ
り
、
義
が
伊
侯
の
鄙
邑
で
あ
っ

て
、
ど
ち
ら
も
同
格
で
あ
る
の
で
、
先
で
も
後
で
も
よ
い
。

「
攸
侯
喜
鄙
・
永
」
と
「
〜
〜
・
曰
〜
」
は
同
格
名
詞
句
で
あ
る
が
、「
才
攸
侯

喜
・
鄙
」（『
綴
』189

）
は
同
格
名
詞
句
で
は
な
い
。
こ
れ
は
「
攸
侯
喜
」
と
い

う
固
有
名
詞
が
基
本
名
詞
の
「
鄙
」
を
限
定
し
て
い
る
。「
攸
侯
・
喜
」
と
い
う

固
有
名
詞
も
ま
た
同
格
名
詞
句
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
攸
侯
の
名
が
喜
で
、
喜
が

攸
侯
の
個
人
名
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
我
多
臣
不
辰
」（『
粹
』1207 （52
））
の
文
に
お
い
て
、「
我
多
臣
」
は
主
語
と
な
っ
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て
い
る
名
詞
句
で
あ
る
。「
我
」
と
「
多
臣
」
と
分
析
で
き
、「
多
方
小
臣
」
と
同

じ
く
同
格
で
は
な
い
名
詞
句
で
あ
る
。「
我
」は
も
と
も
と
所
有
格
の
代
詞
で
あ
り
、

こ
の
句
に
お
い
て
の
役
割
は
形
容
あ
る
い
は
限
定
で
あ
る
。

「
〜
〜
來
羌
」
の
文
に
お
い
て
、「
來
」
は
動
詞
で
あ
る
。「
用
望
乘
來
羌
」﹇
望

乘
の
來き

た

せ
し
羌
を
用
う
﹈
の
文
に
お
い
て
、「
用
」
は
動
詞
で
あ
り
、「
望
乘
來
」
が
「
羌
」

を
形
容
あ
る
い
は
限
定
し
て
お
り
、
意
味
は
「
望
乘
が
寄
越
し
た
羌
を
殺
す
」
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
が
發
展
し
て「
㞢
來
㛸
」﹇
來
た
る
㛸あ
だ

㞢あ

ら
ん
﹈の
形
式
と
な
り
、

「
來
㛸
（
53
）」
は
動
詞
「
㞢
」（
つ
ま
り
有
）
の
賓
語
で
あ
る
。
動
賓
句
が
結
合
し
て
「
名

詞
句
」と
な
っ
て
か
ら
は
、も
と
も
と
の
動
詞
が
形
容
し
限
定
す
る
附
加
詞
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
例
：

又
于
出
日 

『
粹
』598 

﹇
出
づ
る
日
に
又ゆ
う

せ
ん
か
﹈

禾
㞢
及
雨 

『
前
』3-29-3 

﹇
禾
に
及
ぶ
雨
㞢あ

ら
ん
か
﹈

亡
至
禍 

『
粹
』1267 

﹇
至
る
禍
亡な

か
ら
ん
か
﹈

卜
辭
の
「
大
吉
」「
弘
吉
」
の
「
吉
」
は
、み
な
形
容
詞
で
あ
り
、そ
の
前
の
「
大
」

「
弘
」
は
「
形
容
詞
に
附
く
形
容
詞
、
つ
ま
り
い
わ
ゆ
る
副
詞
で
あ
る
。

以
上
（
上
）
終
了

注（1
）「
文
法
」
と
「
語
法
」
と
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。「
文
法
」
と
は
書
き
言
葉
つ

ま
り
文
字
言
語
の
法
則
を
い
い
、「
文
例
」「
文
の
體
例
」
と
も
い
う
。「
語
法
」
と
は

音
声
言
語
の
法
則
を
い
う
。

（
2
）
一
九
二
八
年
（
民
國
一
七
）
七
月
、
中
山
大
學
『
語
言
歴
史
學
硏
究
所
考
古
叢
書
』

の
一
、
余
永
梁
手
写
石
印
本
。
一
九
三
九
年
（
民
國
二
八
）
中
央
大
學
講
義
増
訂
本
。

（
3
）「
𢼄
」
は
「
啓
」。『
詁
林
』2166

參
照
。

（
4
）
占
卜
の
卜
辭
は
こ
こ
に
擧
げ
た
四
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
る
。
前
辭
は
占
卜
の
時

間
と
貞
人
名
を
記
す
。
命
辭
は
占
卜
で
問
う
内
容
。
占
辭
は
ひ
び
割
れ
を
見
て
の
王
に

よ
る
判
斷
。
驗
辭
は
結
果
の
記
録
で
あ
る
。
こ
の
他
に
非
占
卜
刻
辭
と
し
て
記
事
刻
辭

等
々
が
あ
る
。

（
5
）
原
文
は
「
是
定
的
肯
定
」
と
「
否
定
的
肯
定
」。「
肯
定
」
を
確
定
と
譯
し
た
。

（
6
）
甲
骨
原
字
「

」。「
出
か
け
る
・
行
き
先
に
向
う
」
意
の
假
借
。
甲
骨
文
で
は
専

ら
指
示
代
詞
と
し
て
假
借
さ
れ
る
。『
詁
林
』0803

參
照
。

（
7
）「
瓏
」
は
『
綜
覽
』0230

、『
詁
林
』2290

參
照
。「
延
」
そ
の
他
に
釋
す
。
訓
：
つ

づ
く
。

（
8
）「
孟
」
は
甲
骨
原
字
「

」。『
綜
覽
』0852

、『
詁
林
』2653

參
照
。「

」
そ
の

他
に
釋
す
。『
甲
骨
文
字
典
』
七
五
九
頁
に
、「
二
、讀
爲
脩
、綿
長
之
意
」
と
あ
る
。
訓
：

な
が
し
。

（
9
）「
令
雨
」
は
「
雨
ふ
ら
令
め
ん
」
と
も
讀
め
る
が
、
陳
夢
家
は
こ
の
「
雨
」
を
名
詞

と
す
る
の
で
か
く
訓
讀
し
た
。

（
10
）
い
わ
ゆ
る
「
形
容
詞
」
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
特
に
専
ら
名
詞
を
修
飾
す
る
だ
け

で
述
語
に
は
な
ら
な
い
一
部
の
形
容
詞
を
「
區
別
詞
」
と
も
呼
ぶ
。
文
法
成
分
と
し
て

の
副
詞
的
修
飾
語
を
意
味
す
る
「
狀
語
」
と
は
概
念
が
こ
と
な
る
。
後
の
「
五
、狀
詞
」

の
項
を
參
照
。

（
11
）「
兮
」
を
陳
夢
家
は
時
間
名
詞
に
取
っ
て
い
る
。
地
名
の
可
能
性
も
あ
る
。『
綜
覽
』

0594

、『
詁
林
』3324

參
照
。

（
12
）「
疾
雨
」
の
例
も
あ
る
。
末
次
信
行
『
殷
代
氣
象
卜
辭
の
硏
究
』
玄
文
社
（
一
九
九
一

年
）
四
一
〜
四
二
頁
參
照
。

（
13
）「
昃
」
に
同
じ
。
ひ
る
さ
が
り
。『
綜
覽
』0809

、『
詁
林
』0240

參
照
。

（
14
）「
辰
」
は
こ
こ
で
は
「
農
」
の
本
字
。「

」「

」
に
同
じ
。『
綜
覽
』1703

・

0328

、『
詁
林
』1165

・1168

參
照
。

（
15
）「

」
は
「
害
」
の
意
。『
綜
覽
』1534

、『
詁
林
』2481

參
照
。

（
16
）「
其
」「
允
」
等
々
の
副
詞
そ
の
他
。

（
17
）
い
わ
ゆ
る
語
氣
助
詞
。
現
代
語
の
「

」「

」
等
々
。
虚
字
の
一
種
で
も
あ
る
。

（
18
）
修
飾
語
と
な
る
指
示
代
詞
と
時
間
詞
。

（
19
）
原
文
は
「
通
名
」
と
「
専
名
」。

（
20
）
第
十
章 

先
公
舊
臣
、
第
十
一
章 

先
王
先
妃
妣
、
第
十
二
章 

廟
號
上
、
第
十
三
章 

廟
號
下 

等
々
。

（
21
）
郭
沫
若
『
殷
契
粹
編
考
釋
』
は
、「
案
此
當
是
甲
申
後
四
日
丁
亥
所
追
契
之
辭
、
故

今
日
亥
」
と
い
う
。
日
付
で
あ
り
四
日
後
の
追
刻
と
す
る
。

（
22
）
釋
文
に
問
題
が
あ
る
。
陳
夢
家
は
「
唯
」
を
「
隹
廿
」
と
釋
し
て
い
る
。「
朋
」
に

つ
い
て
は
、『
商
周
考
古
』
五
四
頁
、一
七
八
頁
、郭
沫
若
「
釋
朋
」（『
甲
骨
文
字
硏
究
』



一
一
七

漢
字
學
硏
究　

第
七
號

五
三
頁
）
參
照
。

（
23
）
甲
骨
原
字
「

」。「

」
の
初
文
と
し
、「
載
」
と
讀
ん
だ
。『
綜
覽
』3196

、『
詁
林
』

0729

參
照
。

（
24
）『
殷
虚
書
契
前
編
集
釋
』
は
、「
余
嘴
朕
艱
工
瓏
我
北
」
と
釋
す
。「
嘴
」
は
『
綜
覽
』

0284
參
照
。「

」
は
「
難
」
に
釋
す
。『
綜
覽
』1613

、『
詁
林
』0234

參
照
。

（
25
）
意
義
不
明
。
こ
の
よ
う
に
訓
讀
し
て
お
く
。「
陟
」
は
祭
名
。

（
26
）
動
詞
に
讀
ん
で
お
く
。『
綜
覽
』1011

、『
詁
林
』0009

參
照
。

（
27
）
陳
夢
家
は
祭
名
と
す
る
。『
殷
虚
卜
辭
綜
述
』
五
三
七
頁
。『
綜
覽
』1613

、『
詁
林
』

0735

參
照
。

（
28
）
屈
万
里
『
殷
虚
文
字
甲
編
考
釋
』
は
、「
女
上
残
文
、
未
能
辨
識
。『
綜
述
』
隷
定

作
㞢
、非
是
。
似
是
人
名
也
。
又
司
、即
有
司
；
謂
官
吏
也
」
と
い
う
。「

」
は
「
孚
」

「
俘
」
に
釋
す
。『
綜
覽
』0325
、『
詁
林
』0584

參
照
。

（
29
）「

」
の
甲
骨
原
字
「

」。「
人
方
」「
尸
方
」「
夷
方
」
等
に
釋
す
。『
綜
覽
』

1048

、『
詁
林
』0003

參
照
。

（
30
）
甲
骨
原
文
「

」。「
雪
」（
す
す
ぐ
）
の
本
字
。『
綜
覽
』1314

參
照
。

（
31
）「
𠦪
」
は
『
綜
覽
』1259

、『
詁
林
』1533
參
照
。

（
32
）
甲
骨
原
字
「

」。『
綜
覽
』0947

、『
詁
林
』2051

參
照
。

（
33
）
原
文
は
「
賓
詞
」
で
あ
る
が
、
文
法
成
分
を
表
す
の
で
、「
賓
語
」
と
し
た
。「
目

的
語
」
と
同
じ
。

（
34
）「
正
」
と
同
じ
く
「
征
伐
」
の
義
。『
綜
覽
』3289

、『
詁
林
』0823

參
照
。

（
35
）
甲
骨
原
字
「

」。『
詁
林
』2825

參
照
。

（
36
）
現
在
「
兼
語
式
」
と
さ
れ
る
文
型
。O

1

がO
2

のS

（
主
語
）
を
兼
ね
る
文
型
で
あ
る
。

（
37
）「

」
は
、
島
邦
男
『
殷
墟
卜
辭
硏
究
』p.270

、『
綜
覽
』1511
、『
詁
林
』2415

參
照
。

（
38
）「
賓
」
は
、島
邦
男
『
殷
墟
卜
辭
硏
究
』1-4-2

「
王
賓
卜
辭
の
祭
儀
」
參
照
。
ま
た
『
詁

林
』2065

參
照
。

（
39
）
次
の
例
と
と
も
に
「
連
動
式
」
で
解
釋
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
訓
讀
：「
王 
小
乙

に
賓
し
て
羽
日
す
」「
王 

后
且
乙
を
賓
し
て

を
歳
す
」。

（
40
）
先
の
例
と
同
様
に
、「
連
動
式
」
で
解
釋
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
訓
讀
：「
且
丁

に
濃
し
て
一
羊
を
尞
せ
ん
か
」。「
濃
」
は
こ
こ
で
は
祭
名
。

（
41
）「
壱
」
は
「
酒
」
に
も
釋
す
。『
綜
覽
』1713

、『
詁
林
』2733

參
照
。

（
42
）
甲
骨
原
字
「

」。『
綜
覽
』0702

、『
詁
林
』1094

參
照
。

（
43
）
も
と
清
華
大
學
講
義
プ
リ
ン
ト
（1925

年
）。
他
の
論
考
と
と
も
に
ま
と
め
ら
れ
た

『
古
史
新
證
―
王
國
維
最
後
的
講
義
』（
清
華
大
學1994

年
）
が
あ
る
。
そ
のp.6

に

載
り
、「
羅
氏
拓
本
」
と
注
記
が
あ
る
。

（
44
）
甲
骨
原
字
「

」。『
綜
覽
』0776

、『
詁
林
』2863

參
照
。

（
45
）「
洗
」
の
甲
骨
原
字
は
「

」
で
あ
り
、「
沚
」
字
に
釋
さ
れ
る
。
方
國
名
。『
綜
覽
』

1285

、『
詁
林
』0804

參
照
。「

」
の
甲
骨
原
字
は
「

」。
陳
夢
家
は
そ
の
ま
ま
の

形
で
隷
定
し
て
い
る
。『
綜
覽
』4890

、『
詁
林
』2422

・2472

參
照
。

（
46
）
甲
骨
原
字
は
「

」、「
蚩
」
に
隷
定
す
る
人
も
い
る
。『
綜
覽
』1576

、『
詁
林
』

1842

參
照
。

（
47
）「
能
動
」「
受
動
」
の
原
文
は
そ
れ
ぞ
れ
「
主
動
」「
被
動
」
で
あ
る
。

（
48
）「
他
動
詞
」「
自
動
詞
」
の
原
文
は
そ
れ
ぞ
れ
「
外
動
詞
」「
内
動
詞
」
で
あ
る
。

（
49
）「
冥
」
は
、『
綜
覽
』3430

、『
詁
林
』2152

參
照
。

（
50
）
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
連
體
修
飾
語
つ
ま
り
定
語
（
＝
限
定
語
）
と
な
る
形

容
詞
そ
の
他
で
あ
る
。
陳
夢
家
は
品
詞
と
文
の
要
素（
〜
語
の
形
で
示
さ
れ
る
。
主
語
・

賓
語
・
状
語
・
定
語
な
ど
）
を
區
別
し
て
い
な
い
。

（
51
）「

」
は
黎
明
の
「
黎
」、訓
は
く
ろ
し
。『
綜
覽
』1134

、『
詁
林
』2625

參
照
。「

」

は
注
24
參
照
。

（
52
）「
不
辰
」
の
二
字
は
、『
甲
骨
文
合
集
』21872

で
は
、
未
釋
字
+
「
見
」
と
釋
す
。

（
53
）「
慌
」
は
艱
難
の
「
艱
」
に
釋
し
、「
外
敵
の
侵
入
」
の
義
な
ど
と
す
る
。『
綜
覽
』

0996

、『
詁
林
』2811

參
照
。
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